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臆　分布の状況

【国内の分布】

本州だけに分布し、日本海側は秋田県が北限、太平

洋側は東京、神祭)Iiが東限、西眼は山口県。日本海側

は分布がほぼ連続するが、太平洋側は不連続で分布

しない区域が多い。環境省のレッドリストでは絶滅危

惧Ⅱ類、兵庫県版レッドデータープックではBランク

に選定されている。

【県内の分布】

県南東部周辺,丹波地域及び但馬地域に産地が点在

し、淡路島には分布しない。

県内における最初の記録は1925年(大正14年) 4

月20日に小林賢三(桂助)氏が武庫郡六甲村(現在の神

戸市殺区六甲登山口付近)で確認されたもので、その後

山本広一氏が1928年(昭和3年)には加東市(滝野町)五

峯山で1930年代には印南郡東志方村伽古) I怖志方

町) 、加東郡米田村(加東市社町) 、小野市西本町、美嚢

郡三木町(三木市)と次々発見され、 19側へ50年代にか

けては小野市、西脾市、西脇市黒田庄町など数多く

の産地が見つかっている。

1965年頃には60ヶ所の産地が発見されており、その

後は同好者の数も年々増え、県南東部の播磨、摂津地

域から北部の丹波、但馬にかけて数多くの産地がある

ことが明らかになった。

県南東部

三田・宝塚市及びその周辺地壊、東播磨南部の三木・

小野・加古川市及びその周辺地域、東播磨北部の西脇

市・多可郡及びその周辺地域に分布している。この区域

では生息域が広く、個体数も比較的多い。

丹波地域

採集記録の古い地域では、近年生息が確認出来ない

所が多い。現在生息している場所でも個体数は極めて

少ない。

但馬地域

北部(豊岡市,香美凪巾では広く分布し、生息場所、個

ギフチョウの県内分布

間
ギフチョウの垂直分布

体数とも比較的多いが、南但馬(養父市、朝来市)では

分布が局限され個体数も少ない。
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その他

西播磨のたつの市揖保川町と隣接したたつの市御津

町の一部に現在ギフチョウが生息し、 食草であるヒメ

カンアオイも分布している。 この区域は古くからギフ

チョウ飼育のための餌の採集地として利用されていた

が、 ギフチョウの分布は確認されていなかった。

また他産地の成虫が放蝶された経緯があり、 位薗的

にも他の分布域からはなれているため、放蝶したもの

が住み着いたという可能性は否定出来ない。

他にも西播磨地域に古い採集記録が残っているが、

その後現在まで再発見されておらず、 明らかに生息域

外と思われるので、 採集記録のみ参考にあげ、 分布固

からは除いた。

■ 生息環境

【生息環境】

生息場所の垂直分布は、 300m以下がほとんどで、ア

カマツ林やコナラ、 アベマキなどの落葉樹が優勢な林

に生息する。但馬地域の生息環境は多様で、 900m前後

の高地のミズナラ、 プナ林にも生息し、 海岸に面した

林でも見られる。

【生息地の環境の変化】

ギフチョウが生息するのは、 ほとんどが集落に近接

した里山とよばれる林で、 近年までは燃料や肥料を採

集するため、 適度な伐採や間伐、 枝打、 下刈、 落ち菜

の採集などが定期的に繰り返されていた。 その結果、

林床に太船光が届くほど林内は明る＜、 下府植生は多

様で、 幼虫の食草であるカンアオイ類のほか成虫の吸

蜜植物となるツッジ類、 スミレ類、 ショウジョウバカ

マなどが生育していた。

近年は生活様式の変化に伴い、 燃料、肥料を山から

採集する必要性がなくなり、 林に人の手が入らなくな

ったため、 常緑樹が地表面を投い、 またはササ類がは

ぴこり、 プッシュ化して林床は暗くなり、 下府植生も

准純化するなど生胆忠党は極めて悪化している。 落莱

樹の林はまた万頃が辛うじて維持されているが、スギ、

ヒノキなどの植林で針策樹が生長して生息環境がなく

なった地域もある。 1970代多産地であった西脇市八坂

町、 多可町中区（中町）奥中、 西脇市黒田庄町門柳など

はこの代表的な産地である。

この現象はプナ林にもあてはまるようで、 近年まで

里山としての活用が行われていたと、思われる樹高が低
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く、 幹も細いプナの林に生息するギフチョウは個体数

が多く、プナの樹高が高く，幹も太い自然林に生息する

ギフチョウの個体数は少ない。

スギ、 ヒノキの植林で針莱樹が生長して生息g切もが

なくなった地区も多く、 また最近は竹林が広がり、 環

境が悪化した区域も目に付くようになった。

【開発による生息地の消滅】

開発により生息場所そのものが消滅した地区も多い。

県内で最初にギフチョウが発見された六甲山登山口の

付近は1933年頃までギフチョウが生息していた。 現在

の神戸大学から一王山にかけての区域で、 その数年後

には開発の手が伸びて絶滅したようである。 そして戦

後まもなく進駐軍の六甲ハイツとなり、 その後は今の

神戸大学の学舎が建ちならんだ。

神戸市垂水区多聞、 明石市大蔵谷や朝霧町も195�

代に宅地造成のために生息地は消滅した。尾崎勇氏

は、 L958年4月に住宅街を飛翔する個体を目撃している。

■ 生態

【成虫の発生時期】

年L回の発生、桜の開花と合わせて現れる。西脇市で

の長期にわたる観察例から、発生のヒ
°
ー クの前進化傾向

が見られる。 県内の成虫発生時期は、 周年経過図でみ

ると、特に早いものは3月下旬に発生するが、 ほとんど

が4月上旬に発生を始め、 中旬にヒ
°
ークを迎え、 下旬ま

で見られ、5月に入るとほとんど成虫は見られなくなる

が、 5月中旬の記録も残っている。 県南部では4月10 日

頃が最盛期である。

但馬では同一山塊の低地から高地に生息しているた

め、 標高により4月中旬から5月上旬にかけて発生時期

が大きくずれるようである。例えば日商町三川山では5

月11日に山頂付近 (880m) では新鮮なかが見られ、同じ

Hに500m付近では飛び古した交尾済みの年が見られ

たという記録もある。

【産卵】

産卵は4月中ごろから始まる。 1頭の成虫が産卵する

数はLOO卵以上と思われる。

成虫は林床を地面すれすれに低く飛び、 まだ葉が開

ききらない、 芽吹いたばかりのカンアオイに前足をか

けて、ぶら下がるようにしがみつき、ゆっくりと1卵づ

つ並ぺて産み付ける。
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ギフチョウの周年経過

発生個体競

醒　豊岡市での観察では、 4月上旬から5月10日にかけて

一定の範囲に67卵塊、 374卵が産卵され、 1卵塊の卵数

は、最少1卵、最多12卵、平均値は5.6卵であった。

産卵のピークは4月12日から14日頃で、産卵時期が早

いほど、 1回の産卵数は多いようである。産卵が集中す

るのは、開けた空間をもつ林床が明るい林縁であった。

異常産卵では、カンアオイから40c皿離れた地上高

15c血のツバキの葉表に2卵生みつけられているのが観

察されている。

【食草のカンアオイ類について】

ギフチョウの食餌植物であるカンアオイの仲間は、

県内ではヒメカンアオイ、ミヤコアオイ、サンインカ

ンアオイ、ナンカイカンアオイ、ウスバサイシンなど

が分布している。

県南部地域ではヒメカンアオイが広く分布し、ギフ

チョウの食草となっている。丹波地域の-部ではミヤ

コアオイが分布し、これを食草とする個体群もある。

西播磨地方のミヤコアオイは丹波地域のものとくらべ

ると一般に大型で花の形も異なる。この地域はギフチ

ョウが分布していない。淡路島にはナンカイカンアオ

イが広く分布しているが、ギフチョウは分布していな

い。

県北部の但馬地域ではサンインカンアオイが広く

分布しこれを食草としている。扇ノ山付近のブナ帯で

はウスバサイシンも食草になっている。

幼虫時の食草は、北部、但馬地域ではサンインカンア

オイが主で、鳥取県境の扇ノ山周辺ではウスバサイシ

ンも食草になっている。

南東部、阪神北摂地域はヒメカンアオイを食草とし

ている。東部、丹波地域はミヤコアオイとヒメカンア

オイが混生するところもあり、ミヤコアオイを食草と

する本種が再確認されている。

中西元男(1982)によると産地別、食草別の比較飼育

の結果、西脇市産はミヤコアオイを好まない「ミヤコ

嫌い」で、二日市とその周辺の本種はミヤコを好んで

食する「ミヤコ好き」のギフチョウであることが報告

されている。

【成虫の暖霊種物】

県内で確認された吸蜜植物は次のとおりである。

(バラ科)ヤマザクラ,ソメイヨシノ,ナガパモミジイチゴ

(ツツジ科)コパノミツパツツジ,サツキ,ツツジ, (グミ科)

グミ, (スミレ科)シハイスミレ,ニオイタチツボスミレ,タ

チッボスミレ,スミレ, (キク科)タンポポ(ゴマ/′すサ科)ム

ラサキサキゴケ, (ユリ科)ショウジョウパカマ(マメ科)レン

ゲソウ

【幼虫の生態】

幼虫の食草摂食量

l頭の幼虫が虫新とするまでに摂食するカンアオイの

量を、豊岡市で採集した卵を婿化させ、同一場所のカ

ンアオイを使用し、摂食量を葉の面積で計測した。 1

頭当たりの摂食量は次ページの図の通りで1頭あたり

347cn至であった。当地方のサンインカンアオイの1枚当

たりの面積は平均すると約00c虚であることから、 1頭の

幼虫が必要なカンアオイは約6枚ということになる。

成長に伴う個体数の減少

幼虫の成長過程で事故や天敵等で個体数を減じ、

最終的に成虫の個体数が調整されるようであるが、豊

岡市の観察では、食草の量が成虫の数を制限していた。

当地では374卵のうち205頭が縛化(舵化率55%)

し、次ページの図のように合致を重ねるごとに減少し

ていった。終令ではわずかに19頭(5%)となり、しかも

幼虫が蛸化するのに必要な食草の量は残っていなかっ

た。このような場所では、ギフチョウの幼虫の最大の

敵は仲間の幼虫でいかに早く婦化するかが、生き残

るポイントのようである。

食草の分布密度と生育個体数の関係

前記調査地のカンアオイの分布密度が特別に低いわ

けでもない。例えば豊岡市と隣接した豊岡市出石町鳥

居では、 65株267枚のカンアオイが生育している区域に

民約240卵が産卵された。カンアオイの分布密度は豊
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岡市より低かったため、 ギフチョウの生育する環境は

豊岡市の調壺地よりも厳しいと推定できる。

試験地のサンインカンアオイは毎年6月中にはギフ

チョウの幼虫に食ぺつくされ、 それでも退しく翌春芽

吹いて来る。 この状況が毎年繰り返されている。 同じ

状況の山林が但馬地域には多いようである。 当地域の

ギフチョウの1卵塊の卵数は約6卵と、他の地域とくら

べると少ない。

【斑紋異常個体の記録】

翅肛角部の赤紋が橙色に変わった個体

:111,li «?- 18 IV 1975 相抜耕作

多11「町中[x.(中町） <i" 11 1v 19s1 ,•nn �:i: 
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後翅のみ全体に淡色化した個体。

西脇市平野 cJ1 IB-IV-1976 竹内俊行（写其）

（他に同じような個体を18'吉田既氏が]977年に採集している）

■ 採集記録

川西市多Ill la' 15-IV-1937山本広一1

＂ 妙見1l1J: lo' 27-IV-1981石川

II ィ1道 6卵 6-V-1996法西 浩I

猪名川町Jj善 胡�JJ-V-1996法西 浩l

II 団!f lo'!!?- 10-IV-1997法西滴子1

＂ 猪J 7卵 21 IV 2000山本治7l3

三m 市四ツ塚 SrJ'(n ) 11 IV-1970尾崎 勇I

II 下相野 II卵 29-IV-1997法西滴 r-•

II 認 28' 4 IV 1977広畑政巳＇

II 団f 14ci''1年 22-IV-1970府村巌

II 梅ノ木 2r3'1早 6-IV 1974尾崎列

II 桑 lef' 14-IV-1985山本

II 志手原 1年 2かIV-1986イfl.0斉l

II 西打1里f 20' 20-IV-1986イfill 芥
II J凪野ド）t沢—下内神1かI5/- 19 JV-1980紅挽史

＂ 人原 6か25/- 17 IV-1993松）j:Tf慈

II lflm 2ef' IかIV-1994 1

II I: ヶ原付近2cxs 25-IV-I 993 1 

II I野北 3cl' 5-IV-19921 

II /1硲 4cl' 12-IV-1992 flJ渭lj史

II 砥石川 3か2S? 17 JV-199'1飯品 W 

II イi馬富I:山頂2か 27-IV-1995 1

＂ 揉本 2if' 4-(V-1971 , 伍橋邦柳

II ご綸 3<1" 14 IV 1997 1 

II 成Ill 1年 10 IV 19981 

II 尼寺 ,irJI 15 IV 1993松） ,,r粒ぎ

II 桜ケ丘 5ci'2'? 23-IV 1993 {l木洋 .l

II 人jffiJ I I Jcxs 18 IV-2000766 

＂ ：綸第 ―: lex l l IV-2001'111 
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II 寺,,,

II 八n111

II 岡崎町

,, iii原町

II 落方町

II 且埠

II 比延

II 人木町

II 塚I"!町

II 鹿野町

II 住吉町 'Id' 15-IV 2000718 

II 金城,1,1 -� 凶尾111 1 ・麻島町1 .野村町・堀町1

II ・板波町1・小坂町1・武品,1, 1 ・り1楽寺l

西脇r杞urn庄町門柳 6d' II IV-1975広畑政巳 l

II II f防万）F 1956柘俣涼，1

II II 岡 2か 12-IV-1997品川 恭l

II II 石原 Ii 2'1 IV 1988山下剛史1

II II人;:'ii'E匁r111 1

多1町八千代区（八T-fttff
f

)仕下肱If? 19-IV-1975 /� 弘1

II II 下野間か1年 ） I IV-1998山fJIIJJ.ltl

II II 述阪・横屈1. 柳)11寺l

多nf町中区（中町）奥中 2年 18-JV-1975広畑政巳l

II II iOiJi 2d'I-'? 18-IV-1975広炸政巳 I

II II \V-/我井22d''1S?- 23 JV-19961 

II II糀展 2d' 1'1-IV-I勁廿木F_I 

II II 安田 Ii M-IV-1989鉢谷

II II f. 幻和l 石井為久l

⑲ IJJ 1959猪俣•岡ぶ

24 IV 1958猪俣•岡ぶ

!Sf 17-IV 19941

3ci'I !?- 11 IV 19901 

J.<j! 17 IV I匁,i i

4かI'? 14 IV 1994 1'f木汗ー1

6卵 27-IV 1997近藤伸一1

2c:l' 4 IV 1990 Ill FJIIIJ史1

37卵 1-V 1998 I」I渭I]虻

II卵 5-V 1998山渭lj史1

II II 束安田

II II 坂本

,, F沿

1ふ 10 IV-1988山下剛史'

I cl' 18-IV 2000嘩

II II 安坂I. 徳畑 l

多II「町力II又区UJU又町) tlJ野部I'f'19 IV 1997山渭lj史

姫路市飾原町大釜新3<1'85?-16-IV 1991111渭LJ史1

II II 大釜2邸ド 17-IV 1995 tll渭LJ史1

II II 情住1<1'羽化J-V 19951 

II C'f官町神谷幼虫 1987店上洋一1

II II 沿屋 IV-1969森山・IIIぶ

村帷T ()、河内町）川i:,ヅギリ付近 6-V 19&1西村公火1

II II 長谷1

割Mhli
―

:IJHtlJ 3<1' 10 IV 1986木ド宍司 I

II 妙楽寺 I if' 29 Ill 1989木ドTfn]'

II rllJ展 5卵 2'1 IV I叩8近剃lfl -1 

II 莉展金111 3ri" 30 111 1989木卜�Tf,;J'

II 人:l"lt ll終令幼虫21 IV 1988近藤伸.I

II 中� 2d' 3 IV I璃9木F宍司＇

1か HV 1990木卜で狂JI

II 愛,'Ill 2cl' I IV 1990木卜？滋I'

II 中ノ郷市谷7卵 24-IV 1988近藤伸一1

II 宮）F 1? 18-IV 1980木下宍ti)'

II 上佐野 2ふ 2-IV-1982木下宍司l

II n撫 Id' 14-N 1983木F宍Jj l

＂ 上鉢山 1か J4 IV-1983木下閃司 I

＂ 攣寺 18-IV 1980木下内司l

II F鶴）F I 9- 4-V-1974足立義弘1

II 正法寺 If/. II-N-1971谷角索彦1

＂ 中ノ谷 卵 26-IV-1980木F宍司l

II 福田 23卵 5-V-1994三�Ii変ー1

＂ 栃江 I� 5-V 1991宮垣友洋1

II 神武仰・＝．坂町1

既岡市城崎町結 3ri'- 12-N-1991木下究司l

＂ II 米n岳紅菓'f-1<l'16-IV-I 987木下究n]I

II II 来n岳29rl'2年 18-IV-1993森崎嵌

II II 人師山 4rl' 8-IV-1986木下宍司I

骰岡市竹野町矢次iJJ Iか 17 IV-1987木F宍利

II II 床瀬 3rl'l年 18-IV-1980木下閃、.;J I

II

II

II

＂

 

1)城
-』

桑野本

1年 20-IV-1980 ,J...-i: 射姐討＇

5ふIS/- 5 V-1988屈井和ど

I rJt S-V-1988黒井和之l

II II 椒 6ci"J年 1'1-N-2002 811) 

吐岡市A麻町岩中城 1!1 lei" JO-N-1991 木下究司 l

II II 進又寺Iii Sci" 2 N-1990木下内司 I

II 11 稲 H撃多数 7 IV-2002近藤伸-

II II 稲菓三川山'10' 2'1 N-1985木Fff司'

II II ::..Ill山水11林道） lrl'22-IV-199I木F宍,;p

＂ II -=jl IJltJ It頂3cl' 21-IV-1992木下�,;J I

＂ ＂ 山宮大岡1!1 3cl' 17 IV-1987木F宍叶

＂ II 大岡山111頂3<i' 8 IV-1990木戌司l

＂ ＂ 蘇武岳名色林道6ci"2かIV-1991木ドr1,;J1

II II 藤）F 2か 5-IV-1982木F翌nl1

II II 束河内 l� 3-V-1996三浦変ー1

II ＂ 江)J;l 多数確認2 IV-1990木ド閃;JI

II II 栃本I. 刷瀬浪谷l

＼か岡市出石町桐野 I d'  5-IV-1987木下丙,;JI

II II 奥小野法沢ill 4ふ 5 IV 1989木F団;JI

II II邸ノ尾1!1 4d' 5 IY-1989木内f,.;] 1

II II 城Ill 4d' 1 1  IV-1979木下究,ijl

JI II f..� 届 3d' 12 IV-1981福井丈し「

II II I II石城L 3かI!?- 91 V l990松）F Tt1 

II II 袴狭 I V-1980木ド究,.;j1

JI JI 八坂I. 、ド1111

牲岡rli但束町ifs竜寺 15d' 15 IV 1991木ド究.. p 

II II 坂flt 24c1'3 R 17-IY 19911 

II II 奥矢根 2d'l'? 19 IY-19971 
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ギフチョウ

II II 郷路林道2rf"I ? 23-IV 2000766 

II II久

香必町呑住区（香住町））U原4ri" 14-IV-1叩4水幡嘉之 l

II II 三川山頂付近2rf" 21-IV-1979木下宍,;)'

II II 二川 1-'? 20-IV-1982幅）t丈嗣

II II 余部連台山 幅井丈枷�·

香夭町村岡区（村岡町）兎和野lri" 4 V-1987 .?JJ!=和ど

II II 1j城 6ri" 4-V-1987焦）t和之1

II II 和佐父 lri" 4-V -1987黒井和ど

II II 蘇武岳 3-V-1958村上雅昭1

II II 瀞川山 山本JJ.)し1

II II 村岡麻原 20rl'- 23-IV 20007 

II II J1'i井 3年 23-JV-2001718

呑災町小代区は以I町）神�3rl'- 3 V-2000磁

II II ーご峠 ） Orl'-2'?- 19-IV-2001718 

II II 野間谷 lrl'-3� 23-IV-2001718 

新温泉町Ci.Ii泉町）後山lrl'- 14 IV 1986黒井和ど

II II 越坂 2か 17-IV 1985 m井和ど

20-IV 1986焦）「和ど

19-IV-1987焦）t和之 l

29-IV-1986黒井和之'

4-V 1986焦）卜和之 1

4-V-1987伽卸沢

28-JV 1992永幡麻ど

II II 小ヅッコ 2rl'- IJ-IV-1986 木下賛aJ'

＂ ＂ 蒲生峠 30' 

II II 朴来 4ふ

＂ II 檜尾 lcJI 

II II 海上 1年

II II 霧ケ滝 l早

＂ II 扇ノtlJ L山2a,

脇

田

山

宮

竹

塩

II

II

II

II

II

II

 

lex I-V-1982県）F和ど

黒）F和之1

2rl"4 !? 23-IV 2001778 

新温泉町（浜坂町）惰官lex(II) -IV-1989近藤伸.I

II II )叫Ill lex 29-IV-1987 flし）f: 和ど

II II 正法庵 lex 20-IV-1993 水幡l�ど

II II 蓮台l111J1頂付近2cl-15 IV-I叩4永幡舷之1

II II 中小展ワシン谷1か15-IV I印4水幡嘉ど

II II 域111 1992 Ill本寺＇

II II 観音111 7D� -IV-1989近藤伸.I

II II 観音叫ヒの海fr!(U) 15-IV-I 970Ji€J裔勇l

II II居糾(11) 14-IV-1987竹内甜

II II 奥諸寄(H) 14 IV-1987竹内舵

II II ヒ釜IWil 2ri" 23-IV-2001718 

没父rli/\J&町妙兄多数ll翠 28-IV 2001近藤{1f1·

II II 妙見111 3がI!? 28 IV 1996手塚枷

II II 'l,y宮 3ri" 5 JV 1982 ,+: ト:�,;JI

II II )JI蒋此la' 11 IV 199'1中［ 隆史向

授父市（投父町）没父rli湯 I'? 19 IV 1997平尼栄治

II II 油福、1f 30' 25-IV I叩4橋本況郎“

姿父rli人展町杉ケ沢祁原 I!? 28-IV 1958中尾杓こl

投父diCl閲宮町）氷ノ111東尾恨Id' 4-V 1992水幅屈之1

朝来rn1J.野町栃原 I$?- 29 JV-I⑳4近藤伸.I

朝来市和(fl山町夜久野店仰

II II 糸片浪谷Id' 22 IV-1977木下夜,;JI

II 11 竹田 lか JO-IV 19911 

II II 束谷 2if' 12 IV-1998広畑政巳 I

II II 竹ノ内88'7$?- 9-IV-1989字山喜上 1

II 11 鉄鈷Ill 4か 23 JV-20001ri& 

朝来市（朝来町）奥Ill路 I�18-V-1975)\Aこ叫

丹波rli柏原町鐘ヶ坂 1953越知研一郎1

II II 金山~ I: 小介 卵 1953渋谷久雄1

II II 新井村人新屋 1954 山本義丸l

II II "f小介・平田～人新厨

丹波市氷ヒ町犬岡山（明治山） 19ss ,11 F a•

II II 三方 38'1'? 16 V-2001718 

丹波diイJII町野村 4cxs 10-lV-1952越知研一郎1

II II 国領 Id' 22 IV-2000嗚

II II 束中 2d' l6-V-2001718 

II II 県）F Iか 16 V-2001778 

II II 平松山I. 二尾山1

篠山市小金ヶ岳 5-IV 1958坂本RI判

II � 窮反 3か 16-IV 2001778 

II 遥I. 西ヶ嶽·盃ヶ既

篠山市（丹南町汀1髪岳の北東文保寺 奥谷禎--•

II (f'J 1tJlllT)占森Ii 5-V-1995 IU渭l史1

篠1!1rfi(西紀町）L板井22cxsl2 IV-19邸坂本呂昭l

II (西紀町） ド板井l か1�18-IV 198:tt'l崎府

II (西紀町） ＇卜:n112かI�22 IV-1989 Ill渭lj史

篠山市今田町束,1: 1か 4 V- 1995 111 FJIIIJ史1

II JI 」--..v.杭2早27 JV-1996 1l1渭lj史1

II II ドV.杭1 i 27-IV 1996 111卜膏l史1

II II 休 ld' 27 JV-1996 1l1隕lj史1

II II 木沖Sd'I i 8 IV 2002 820 

＊ 過去に放蝶されたものが住みついた可能性のあ

る場所での記録。

たつのiii揖保川町馬場 1985 ,Iii柳栄 .I

たつの巾揖保川町馬� JcJ, 15-IV-1995 Ill渭IJ史“

たつの ,t淮町直fA1湛 Iふ 9 IV-1996小林制巾“

＊ 現在まで再発見されておらず、 明らかに分布域

外と思われる採集記録

相伯1次野

姫路,t;呑、'i'町谷111

宍粟,Ii千種町究111

以！佃「金II I地1

1960八木典111.1

10 IV 1964イ01久� I

溝11ぼ
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ウスパシロチョウ

2 ウスバシロチョウ

(Parnassius glacialis glacial is) 

■ 分布の状況

国外では中国東部に分布、 国内の分布は北海道、 本

州では関東近畿の一部を除きほぽ全域に分布し、 四国

でも香川県を除く3県に分布する。

県内では西播磨から但馬地域にかけて広く分布し、

個体数も多い。

【分布の拡大について】

本種の分布を拡大に関する傾向については数多くの

報告があり、 白水 隆(1989)によると愛知県矢作川に

おける分布拡大｛田中 蕃(1987)佳香蝶39(149) :6}、

岐阜市内の分布拡大｛飯田逸博(1987)佳香蝶39(150) : 

23-24}、広島県内の分布拡大｛落合武夫(1987)備後の

蝶(4) : 25-26} 、 松山市周辺地域の分布拡大｛楠 博

幸(1987)花と蝶(14) : 1-10} などの事例紹介があり、

白水 隆(1994)でも1972年から1992年までの20年間に

山梨県富士吉田から静岡県御殿場まで分布を拡大した

ことが事例として｛清 邦彦(1993)駿河の昆虫(164) :

4656-4667}に報告されている。 また、渡辺通人(1986)

でも富J:五湖のひとつ西湖で行ったマーキング調査で

は山越えで1. 4キロも移動した個体が3頭もあったこ

とが伝えられている。

兵廊県でも北原正彦(L986)や足立義弘(1983)がマー

キング調査を行っているが移動範囲は400メ ー トル以内

で、 想像していたより移動距離は少なかったようであ

る。

筆者が実施しt�OOl年5,.._.,6月の養父市）VM町加瀬

尾地区のマーキング調査で成虫の移動を調査したとこ

ろ、集落外への移動は認められず、 集落内の放した区

域で再捕獲された個体数の率が8割であった。生息環境

が良好で、 吸蜜植物も多い生息環境の良い場所では成

虫の行動範囲は比較的狭いようである。

しかし、 これまで生息していなかったと思われる所

からの採集記録も多くあり、 また食草も広範囲に分布

をしており、 単年度の移動距離は少なくても、 密度を

祁めながら年月をかければ徐々に分布が広がっていく

ものと思われる。 分布の拡大の現象はある特定の地域

の特異なものではなく兵庫県内でもこの傾向は今後続

くものと思われる。
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ウスバシロチョウの県内分布
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ウスパシロチョウ
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0 0 

図1 ウスバシロチョウの年代別採集地 (1908~1970) 図3 ウスバシロチョウの年代別採集地 (1908~1990)

図2 ウスバシロチョウの年代別採集地 (1908~1980) 図4 ウスバシロチョウの年代別採集地 (1908~1999)
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ウスパシロチョウ

市町別年代別採集地表（市町名は2001年時）

1970年以前 1971~1980年 1981~1990年 1991~2001年

新 下筋原、相坂、二柏野 田幸、 麦子口、福原 上原 牧

三 日 月 三日月、春哉、本繹、添 小原、湯浅、中村、鎌倉金山、弦谷、三原

町 谷

南光町 船越西下野 下3iiJ、n、青太名目津韓躙、 上ヨ可、中

三河

上月町 西大畠 上秋里 稗田、樺坂、桜山、 円光寺

佐 日名倉山 大畠、下石井、上石井、 大畠王子、中山、末包中山、 末包本村-� 亀ヶ 廷吉

下杜奥海 浴、奥海桑村、奥海下村、奥海奥土居、 若洲水

根羽載、 高野、海内上土居蓑畑

夢府町 雷彦山、坂根 熊部、佐中、 河原谷、 菅 小畑、 寺河内、我孫子、 河原口

生澗、 馬頭

安富町 関、 栃原 大河川中流

IJJMPT 蔦沢 塩山、上の上 、 土万、上 八重谷峠、宮の元、野ヶ住原、小河内 上月、宮の北

の下、 段小茅野、 大沢

一宮町 高野、上岸田A 貴 黒原、阿舎利、小原、深 知I唱田、白口、池垣内、草木下窪、 溝谷、 福中｀百千家満

山、千町、東公文、 河 谷、公文、 西公文、 富 西公文利田、糀屋桑垣黒原奥組＾上千町

倉床｀福知 士野、志倉、

千糟町 河内、西河内 千種、岩野辺、荒尾、奥 宝の木、川井、 西 河内中野、 天児屋、黒土、河内 七野、荒尾川上流

西山 中村、三室高原口、内海鷹ノ巣

波賃町 引原赤西、音水、 斎木、 下水谷、日ノ原、平桑、石亀、堀、若杉峠、鹿伏、 戸倉スキー場、宮 内、上野、藤無山西山

原、戸倉、道谷 斉木前地 ． 

大河内町 川上、上小田 南小田 上I)屯小原 峰山口、高倉、上小田平野

生野町 栃原谷

朝来町 神子畑、新井、田 神八tt.笠杉峠、 神召負中島、 神子

路、 奥田路 畑原ヶ谷、佐中安定、上八代、口田路、佐中、平

野

細叩 竹ノ内 藤和

但稟町 大河内 小坂薬王寺

大 票の下～横行、 若杉、 明延大谷、 横行 筏、 中間

閲宮町 福定、丹戸 、大久 葛畑轟 川原場、草出、鵜縄、別宮、 布滝付近、杉ヶ沢高 足坂、 関宮

保外野 原氷ノ山山麓スキー場、鉢伏淘原

養父町 唐川、餅耕地』渥9、井之坪、 健屋カカナペ

J遁酌 石原、日畑、妙見｀加瀬尾 椿色

豊岡市 辻、伊賀谷 江野、目坂

日高町 阿瀬渓谷、 金谷 東河内、分尾、若林廃村 万却、万場、 金山、山田、水口、名色、粟栖野、石 頃垣、神鍋山

井、山宮 、 栃本稲稟久田谷、田ノロ、金屋

城 来日 雲光寺

竹 東大谷、金原、河内、門谷、桑野本、三原、ニッ

家、床遁、下村、川南谷、森本、須野谷、坊岡、鬼

神谷、銅山、下塚

香住町 土生本見塚畑、三川、守柄、大谷、 浅井、小原、 余部、 左津

三谷、八原、鑓大梶

村 熊波作山 大笹 三川山、山田、味取、和佐父、用野、萩山、宮神、 丸味長坂高坂、 森脇、 福岡祖岡、祖

填大谷、 高津、莉川平 岡大滝、相田、神坂、村岡、小城、 兎和

野、 相岡口、入江
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ウスパシロチョウ

1970 年以前 1971~1980 年 1981~1990 年 1991~2001 年

浜 田君谷、池ヶ平 久斗山西ノ谷、久斗山 久斗山、境、大滝、藤尾、用土、正法庵、

宮谷、久斗山イモジ谷 三、本谷、奥諸寄和田、力床中

小l1.久谷桃観峠、藤尾鹿間谷

温泉町 菅原、和光、畑ヶ 春来、霧ヶ滝海上、尾、 諷井土頭、田中、千谷、籾氣湯熊谷 花口、丹戸、多子、宮脇、竹田、切畑、後

平 上山、青下 山、高山、金屋口、E畠寺、湯谷、越坂、

八曰市、内山前、出合、鑓尾

英 熱田、英方高原 神水、石寺、貫田、秋岡、新屋、忠宮、大谷、久須 奥ハチスキー場大照林道、一二峠、神

部、佐坊

神戸市 有煕肛箕谷、淡河

【県内における分布の変遷】

県内で最初に採集されたのは1908年と占く、 井口宗

平氏によって西庄村（佐用町（上月町））の小日山と西大

畠の集落の近辺で採集された。 その後しばらくの間県

内の記録は途絶えていたが、1940-60年代にかけて、県

西部から北部にかけて数多くの生息地が見つかり、

1970年代後半には80カ所が確認され、 1989 年の調査で

は190カ所にもなった。そして、2000年までの調査では

産地数は約380カ所と倍増した。新産地のなかには元々

生息していたが未発見であった場所と、 分布を広げ新

たな産地となった場所があるようである。 分布の変遷

については市町別、 年代別採集地表と年代別採集地因

で表示したので参考にしていただきたい。

本来本種の県内における分布域は当初は円山川本流

と市川本流を結ぶ線の西側と思われていたが1967年に

はその線より東側の朝来市和田山町竹ノ内で発見され、

1978 年には同町床ノ尾山でも発見された。 竹之内は隣

接する京都府夜久野町からの拡散で、 その後床ノ尾山

へと広がっていったのではないかと思われる。 また、

1981年には豊岡市但東町大河内で見つかり、 その後隣

接した小坂、 薬王寺でも確認された。 これらの個体群

は京都府福知山市の下野条、 上佐々木などの産地から

の拡散と思われる。

よく調査ができているにもかかわらず1969年まで

に発見されていなかった姫路市夢前町河原谷で本種が

見られるようになったなど市町別・年代別採集表を見

ても分布拡散の状況が数多くあることが分る。

しかし、 最近発見された所でも、 以前から生息して

いながら発見されていなかっただけで、 分布を拡大し

たことには結びつかない産地が多いことは事実である。

姫路市（旧夢前町）、たつの市（旧新宮町）、佐用町（旧三

日月町）、佐用町（旧上月町）、豊岡市但束町、出石町な
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場、東垣鍛冶屋茅野、平野、実山、野

間谷、広井、城山、傭

ど分布の先端部での今後の調査が望まれる。

■ 生息環境

平野部よりも山間地、 谷筋の村落周辺により多く見

られ、林縁からそれに続く草地、 畑地、 カキ、 クリな

どの果樹園、 河川敷など食草のムラサキケマンが生育

する明るい哀境を好む。

個体数が多いのは集落周辺の放置された農地や、 そ

の周辺で、整備された広い畑や水田地帯には少ない。

垂直分布は標高 100m以下の低地から1000m付近の

祁地まで分布しているが、200-400mの範囲が垂直分布

の中心である。香美町香住区（香住町） の矢田川河口

では海に近接した標高数メ ー トル付近に見られる。

生息場所が集落に近接した草地、畦畔、 果樹園など

が中心であるため、 農地改良工事や建造物の造成工事

で消滅したり、 単地や河川敷のプッシュ化のため環境

が悪化したりで個体数は減少傾向にある。 姫路市歩前

町雷彦山旅などのようにかって多く見られた場所で、

最近激減したが、 一方では豊岡市但束町のように分布

域の拡大傾向もみられる。

■ 生態

【成虫の周年経過】

成虫の発生は1年に1回で、 早いものでは4月下旬

に羽化するものもあるが、 一般には5月上旬から発生

を初め，中旬にはヒ
°
ー クとなり6月上旬には終期となる

が、 中旬まで生き残る個体もある。

初夏の短い期間に、 集落周辺の草地や畑をゆるやか

に飛び、 ネギボウズで吸蜜する姿が印象的である。

2001 年5、 6月に蓑父市八鹿町力啜顛隷卯双演肛1の翅



ウスパシロチョウ

に令.ックイ冴でマークして放し、後日再捕獲をして成虫の行

動を調査した結果では、 かは5月7日以降から羽化を始

め、12日-11日の間に個体数は約500頭となりt
・

ークとな

るが、 この時期にはほとんどの早は羽化していない。

その後かは減少して早は羽化のヒ
°
ークをむかえるが、 5

月下旬の個体数はt' ーク時の1/3程度、 6月ヒ旬には1/5

程度に減少し、 6月中旬には姿を消した。成虫の生存日

数で確認出来た最長は19日間であった。

【産卵】

卵はムラサキケマンが茂る互地の枯枝などに産み

付けられ、 卵のままで越冬する。 2月頃に孵化した幼

虫は、 芽吹いたムラサキケマンを食べて成長する。

【幼虫の食餌植物】

県内には（ケシ科） ムラサキケマン、 キケマン、 ヤ

マエンゴサクなどが分布しているが、 食草として確認

されたのはムラサキケマンとヤマエンゴサクである。

ウスバシロチョウの周年経過

発生値体数

1200, 

1000 

』
800 

600 
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200 

下 上 中 下 上 中 下

4 月 5月 6月

【成虫の吸蜜植物】

上

7 月

県内で観察された吸蜜植物は次のとおりである。

（パラ科）キイチゴ，（グミ科）ナワシログミ，（スイカズラ科）タニ

ウツギ （キク科）マガレット，クンポポ，シャスタ・デージ—, （オ

ミナエシ科）カノコソウ，（マメ科）シロツメクサ， レンゲソウ，

（アプラナ科）キャペッ， タネッケパナ，（キンポウゲ科）キンポウ

ゲ， キツネノポクン，（ケシ科）ムラサキケマン，（ユリ科）ネギ，

アサッキ，
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【天敵】

成虫の天敵としては、クモに捕獲されるものが多く、

養父市（関宮町）では飛翔中の個体がヤマサナエに捕獲

されるのが観察されている。

■ 採集記録

神河町い詞内町）川上16ci'4i 17-V-1975広畑政巳1

II II ヒ小Ill lci'2i 26-V-1968屁崎卯

II II 上小田小原4ci'2早23-V-198雌i 紳二l

II II J: 小Ill'fl野3か 3J-V-J997近藤伸 一l

II II 南小山 2<f" 26-V -I 978山下剛史l

姫路"羽9前町熊部 2ci' 25-V -I 975広畑政巳1

II II 佐中 lei'- 25-V-1975広畑政巳l

II II 舌彦111 4ふsi 14-V-1959岩村巌

II II 小畑 7か 12-V-1985堀紳二l

II II 坂根 IOci'I -i 12 V-1985堀紳二1

12 V-1985堀紳二l

12-V-1985堀紳二l

15-V-1985堀紳二1

II II 寺河内 J if'

II II 河原 n

II II 我孫f

II II 馬頭

II II 'if生澗

II II 河原谷

姫路市安官町関

Id' 

Id' 

2d'I? 15-V-1985堀紳二1

1か 1'1-V-1968木村二郎1

'1d' 8-V-1977 f,li I: 洋一1

2d' 21-V-1985堀紳：：I

II II 人cfiiI川中流28" 21 V-1985堀紳二l

II II 栃原 21 V-1985堀紳二1

たつの市新宮町下幼原 28" 5-V-1978広畑政巳1

II II 頃原 68"6!(- 9 V-1985 堀紳二
II II -. 柏野 3cl'- 5 V-1982広畑政巳1

II II 相坂 Id' 5-V-1983広畑政四

II II ITT� 160' 8-V-1985堀紳二l

II II l:JJ;t 6ef'6'?- 9 V-1985堀紳二l

II ＂ 及frl 3かI� 9 V-1985堀紳二l

II II 福原 5d' 9 V-1985堀紳二l

II II 牧 I? 24 V-1998相坂耕作I

宍粟rl1山崎町l::fi 2d" 5 V 1983広畑政巳1

II II Al沢 6が 31 V-1968岩村巌

II II 八頂谷峠 6ふ II V 1985堀紳-:
1

II II 人沢 3c]II'? 17 V-1985堀紳二1

II JI '. ト:iの元 !cl' 22 V 1985堀糾I :1 

II II !ff々fU爪14か2i 22 V-1985堀紳こl

II II 小茅野 !cl' 22 V-1985堀糾1-:_1

II II 塩Ill Sd"I'? 5-V-1977尾崎列

II II J: ノト 2d"'1'? 23 V -I 975沿村巌
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II II ヒノ上 2か 22 V-1985堀紳-_1

II II 段 12ef'li?- 5-V-J977印痛剪

II ＂ ,J河内 Jr]' 19-V-1985西渕11—l

II II 上月 lex 2-V-199'1大屎康人'

＂ II 宮の北 浮 20-V-1995大束康人1

宍粟rl了 ィ宮町束公文 3ri" J8-V-J980広畑政巳1

II II 横山 Jr]'- 18-V-1980広畑政巳l

II ＂ 倉床 Id' JB-V-1980広畑政巳l

II II 布上野 lif' 18-V-1980広畑政巳1

＂ II 公文 Id' 18-V-J980広畑政巳1

II II 小原 Id' 18-V-1980広畑政巳1

II II 志介 1か 18-V-1980広畑政巳1

II II 阿舎利 tel' 18-V-1980広畑政巳1

II II 下町 48'1 ff 21-V-1967米村和繋

II ＂ はIIl 7<:l-1年20-V-1968岩村巌

II II 福 4cl'6年 18-V-1975岩村巌

II II 西公文 3d"l年 27-V-1975沿村巌

II ＂ 深河谷25d'l年 !3-V-1974印碕勇l

II ＂ 東河内 Id' 17-V-1992小野克巳旧

II II 束河内福田Jd' 27-V-1985堀紳二l

II II 白n lo' 27-V-1985堀紳_:1

II ＂ 池垣内 lcl' 27-V-1985堀紳 ―:1

II II 邸 2c:Jo3年 27-V-1985堀紳二l

II II F千町10ci'2年 27-V-1985堀紳二l

＂ ＂ 上千町 3か1早 27-V-1985堀紳二1

＂ II 西公文和1n 1か 27-V-1985堀紳二l

II ＂ 溝谷 4か2年27-V-1985堀紳二l

II II 糀渥 5d'2早27-V-1985堀紳二1

II II 黒原奥糾3ci'5早27-V-1985堀紳二1

II II 桑垣 6か2r/- 27-V-1985堀紳ユ

II II 百千家萬 Id' 8-V 1994広畑政じ

II II 幅中 2if' 17-V 1992小野克己 l

＂ II ！馬原 lil' 6-Vl-1982 近藤伸一1

II II 麻野 Id' 23-V 19'10山本広一1

宍粟I団波奴町行水 2か 2!-V-1976広畑政巳 l

II II 斉木 !cl' 18-V-1980広畑政巳1

II II 赤西⑩ 2c:l'I !( 15 V-1983広畑政巳l

II II 戸介 lc:l' 21-V-1967 m上祥一＇

II II 道谷 !Oc:l'I i 27 V 1975沿村巌

II II 斉木1即1地 1か 30-V 1985堀紳_:_1

II II f水谷 lかIS?- 30 V-1985堀紳：：I

II II IIノ原10か'1 S?- 30-V-1985堀紳？

" II ':JI原 20' 30-V-1985堀糾I :1 

II II •f桑 5c:l' 8-V-1980近劇111 _1

II II イifl'.!. 6c:l' 30 V-1985堀 紳？

II II 堀 1か 30 V-1985堀糾I :1 
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II II 店杉峠 4rl' 30-V-1985堀糾I -:_1 

II II 鹿伏 2rl' 18-V-1980近藤{111 -1 

II II 戸介スキ—JI,} IS?- I-Vl-1995人東康人'

II II 藤無山西山爺lrl'23-VJ-1996大束康人1

II II 宮内 lrl'l? I-VT-1996大東康人1

II II 上野は山麻原）1$?- 5-V-2001竹内 降

宍粟市千種町奥西山 2rl' 18-V-1980広畑政巳1

II II 河内 la' l8-V-1980 JJ;.,, 畑政四

II II 西河内 2rl' 18-V-1980広畑政巳1

II II 岩野辺 lrl' 18-V-1980広畑政巳I

II II 荒 lrl' l8-V-1980広畑政巳I

II II 荒l必II上流lrl' I-VI-1996大束康人1

II II 宝の木 4rl'lSil 23-V-1985堀紳
―1

II II 川）� 3rl'l年23-V-1985堀紳二1

II II 西河内中野lrl'l«?23-V-1985堀紳二l

II II 天児屋lrl'l$?- 23-V-1985堀紳二l

II II 河内中村3rl'l Sil 23-V-1985堀紳二l

II II 芝宝祁原n 3rl' 23-V-1985堀紳二1

II II 内海 lrl' 26-V-1985 近藤伸一1

II II 黒T

II II 千種

lei" 2-Vl-1985近藤伸一1

2ci" 19-V-1974花岡 正l

II II 七野 18-V-1996佐香正明l

II II 鷹の巣48'10年(R)2-Vl-1985近藤伸一1

佐用町（上月町）秤III2か2年16-V-1985堀紳二l

11 II樺坂 28'1-!? 17-V-1985堀紳二l

II II 桜山 2cl' 17-V-1985堀紳二l

II II ヒ秋屯 2d'I!?- 9-V-1971木村三郎l

II II 西大品 21 V-1968山本広一1

II II 円光寺 !if' 26-V-1986 111渭I]史1

佐川町（三H月1町）三原lふ 5-V-1983広畑政巳1

＂ JI 小原 lrl' 9-V-1985堀紳て1

II II 勧浅 260' 9-V-1985堀糾1コ

＂ II 中村 2d' 9-V-1985堀紳二1

II II鎌 13r:l' 9-V-1985堀紳二l

＂ II 1料支 I a, 9-V-1985堀紳1

II II 金111 le/' 9-V-1985堀紳二l

II ＂ 弦谷 20' 9-V-1985堀紳二l

II II -=.1 IJJ 90' l-V-1975仲村1

II II 本郷1 ・添谷I

佐川町（南光町）船越 3か 5-V-1983広畑政U

II II 河崎 lo' 5-V-1983広畑政じ＇

II II ト: �M Iか 5-V 1983広畑政U
II II fll1ij1f 6o'2年 11 V-1985堀糾I :_1 

II II 名IJ律和 4o' I l-V-1985堀 紳...:_1

II II ,°f木 6か2!f I l-V-1985堀糾I _:1 

II II 西ド野 1か ） I-V-1985堀紳亡1
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II II _Iごご，河 JS-V-1996佐香rEI列

II II 中三河11O'I年 26-V-1986山隅IJ史1

佐川町人和 2c:l' 5-V-1978広畑政巳1

II }"石）F lc:l' 18-V-1980広畑政巳1

II 上石）F

I/ f村

II 奥梅

II 大@t:7-

Id' 18-V-1980広畑政じ1

lei' 18 V-1980広畑政巳l

JrJI 18-V-1980広畑政巳 1

2<1' 17-V-1985堀 紳二1

II 中山 7c:l' l7-V-1985堀紳二l

II 末包小巾山7か35?- 17-V-1985堀紳二l

II 未包本村 5c:l' 17-V-1985堀紳二1

II 淀 9c:l'J J?. l7-V-1985堀紳二l

II 角ケ浴 2c:l'l早 17-V→985堀紳 ―:1

II 奥海F村 lc:l' 18-V-1985堀 紳二l

II 奥海桑村!Oc:l'I年!8-V-1985堀紳二1

II 奥海奥l:J苫lか 18-V-1985堀 紳二1

II 拌州 6c:l' 18-V-1985堀紳二l

II 水根羽蔵 6c:l' 18-V-1985堀紳二l

II 麻野 lか l8-V-1985堀紳二l

II 海内上上居Id" 18-V-1985堀紳二1

II姦畑 I!?- !8-V-1985堀紳二 l

II 延吉 lc:l' 8-V-1994広畑政巳1

II II名介山 1

豊岡市伊賀谷 6c:l' 12-V-1990木下閃司l

I/ fl坂名佐森林公園3c:l' 25-V-1993木下1-J司1

II 辻 lc:l' 8-VI-1982木下究司l

II 江野 2c:l' 15-V-1983前‘問照雄1

／， 福成寺1

既岡市城崎町来11 I年 4-Vl-1975木F究司 l

II II 裳光寺 Jc:]' ll-V-1982前•Jl照雄1

既岡rli竹野町桑野本 2ふ 5-VJ-1988西渕ill _I 

II II 川南谷llc:1'3年 5-VJ-1988近藤{111 -1 

II II 束大谷 2c:l' 23-V-1981木下翌司1

/I II 門谷 4か 25-V-1981木F宍,;JI

＂ II 二つ家 20' 25-V-1981木f�r;j l

II II 三原 5ri' 25-V-1981木下翌司l

II ＂ 河内 Id' 25 V-1981木下買が

II II 床瀬 I cl' 7-VI-1982木F宍司 I

II II ド村 3ふ 7-Vl-1982木下究司 l

II ＂ 森 lei' 7-Vl-1982木卜究司t

II II 坊岡 20' 7-Vl-1982木澤司 I

II ＂ 鬼神谷 I cl' 7-VI 1982木下宍利

＂ II 金厭 25-V-1981木F究ri]I

II II F塚 7-V-1982木下究,;jl

II II 須野谷 25-V-1981木F究司l

＂ II 銅111 7-V-1982木F宍司l
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既岡,I,竹野町熊谷 lcl'7--VI―1982 木F翌司916

豊岡市IJ莉I昨石井 2ci' 3!-V-1988近藤伸一1

II II 田ノ n 2d' JJ-V-1988近藤伸一1

II II 久田谷 5r:f"2早 7-V-1990木下究司l

＂ II 釆河内 40' 13-V-1990木F�司l

＂ II 栃本 11 <f"I年 l3-V-1990木F宍司l

＂ II 金 9o"2年 21-V-1990木F宍司l

＂ II 山宮 7r:l' 20-V-1991木下究司1

＂ ＂ 頃垣 Io'(扱） 24-V-1995木下宍司l

＂ II �, 噂多数日撃 28-IV-2002近藤伸一

＂ II 神鍋山1年（扱） 2'1-V-1995木ド内司'

II ＂ 阿消螂 1年 11-Vl-1962木F宍司I

II II 金谷 9d' 17-V-1965木下究司I

＂ II 若林廃村 2d' 27-V-1980木下衰司1

＂ II 栗柄野 5か 23-V-1981木Fft司I

＂ II 名色 2<1"1� 4-Vl-19割前平照雄l

II II 秤牒 31-V-1981足ヽ'L·谷例

II II 万劫 31-V-1981足立・谷例

II II 万届 31-V-1981足立・谷例

II II 金iJI I 1-VI-1962木fff司l

II II 水11 23~31-V-1981足立・谷例

II II 山田 23~31-V-1981足立・谷例

II II 分尾 述月I字 お

豊岡市但束町大河内JOr:JI 16-V-1990木下宍司1

II II I]坂 8-V-1勁小野克巳l

II II � 王寺 8-V-1994小野克巳1

香又町和t区（香住町）鉛7ふ7-V-1987木下閃司l

II II 畑 2<1' 5-Vl-1988近謀伸一1

II II 大梶 3ふ 5-Vl-1988近藤伸一1

II II 匹 3<1' 25-V-1981木卜門司l

II II 三川 6<1' 21-V-1981木Fft司l

II II 本凡塚 Jr]' IO-Vl-1982木ド翌司l

II II 守柄 lrl' 10-Vl-1982木ド宍司l

II II 大谷 2<1' IO-Vl-1982木ド安司l

II II 浅）I= 

II II 小原

II II 三谷

II II )頃

2<1' lかVJ-1982木F究司l

3<1'1年 ］かVJ-1982木下究司l

J<JI IかVI-1982木下夜司l

3<1' 10 VI-1982木門牙司l

II II ..:.) 11 I Li麓 3r:l' 15-V-1983前平照雄1

II II 余部 l5-V-1993黒JF和之1

II II 佐flt lex (n) l9-IV-1998 IX琲和之_sz

香災町村岡rx: (村岡町）麻坂5r:l' 16 V-1993焦JF和ど

II II 森協 Sri' l6-V-1993県）,, 手11ど

II II 幅岡 2r:l' 16-V-1993 !l琲和ど

II II 柑岡 2r:l1 16-V-1993県井和之1

II II ffl岡 n lex 11撃21-v-2001近藤伸一



ウスパシロチョウ

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

＂ 

II 
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II 
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II 
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II 
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II 札潤大池 3d' JG-V-1993黒井和ど

II 神坂 J,:JI 29-V-1993黒JF和之 1

II 村岡 Id' 29-V-1993黒JI=和之1

II 入江 lex (目） 29-IV-1998 fXりヤ和之1

＂ 丸味 38"1年 19-V-1991 1k幡係之1

II 長板 lei" 19-V-1991水幡嘉之1

II 相田 Scl' IO-V-1995木下賛司l

＂ 兎和野 1年 28-V-1992 1k幡嘉之1

II 大笹 2d' 4-VI-1988近藤伸一1

II 和佐父 7か2年 '1-Vl-1988近藤伸一1

II 小城

II 川野

II 味取

II 萩山

＂ 三JI! 山

＂ 山田

II 坑

II 熊波

II 作山

II 人�

II 宮神

＂ 莉律

II 瀞川平l

50' 29-V -1994永幡嘉之1

30' 5-VI-1988近藤伸一1

I if' 5-Vl-1988近藤伸一1

I a' 5-VI-1988近藤伸」

3ci' 4-VT-1981木下賢司l

多数（目） 7-Vl-1988近藤伸一1

ci'l J? IO-VJ-1982木下資司I

（目） 8-V-1994永幡嘉之1

（目） 3-VI-1994永幡孫之1

4-VI-1981木F賛司l

多数（目） 7-VIー1988近藤伸一1

多数（日） 5-VJ-1988近藤伸 一1

呑知町小代区ば功町）石寺1ふ4年28-V-1988近藤伸一1

II II 神水 2ci"l年 28-V-1988西鉗申一1

＂ II 大谷 4d"l年 28-V-1 988西渕FL―I

II ＂ 久i部 48' 7-VJ 1988近藤伸一1

II ＂ 忠宮 3d" 28-V-1988近藤伸一1

＂ II 虹田 20' 28-V-1988近藤伸一1

II II 束 3d"2年 L9-V-l991水幡蘇之 1

II II 鍛冶Ii! 3か15?- 2'1-V-1991水幡嘉ど

＂ ＂ 佐坊 2cr' 28-V-I 988近渕巾ーl

II II 秋岡 2d' 28-V-1988近藤伸一1

＂ II 熱田 3d' 28-V-1988近藤伸_,

＂ II 新屋 4<1' 28-V-1988西渕11―I

II II 茅野 lei' 24-V-1991氷幡屈之1

II II ‘限f lci"l年 2'1-V-1991水幡屈之 1

II II 実111 la' 2'1-V-1991水幡嘉之 1

II ＂ 野間谷 38" 2'1-V-1991水幡嘉之1

II " 広）F 2d' l9-V-1991水幡嘉ど

＂ ＂ 必i祁原l

＂ II 城111 (n) 24 V 1991水幡嘉ど

II II 奥鉢スキ—JJJ 58' 23-V 1993屈)�和之 1

II II 備 lei" 23-V-1993県）F和ど

＂ II 人:!Ki林追 2ri" 23-V-1993黒）F和ど

II II ヤl嗚 38' 29-V I 993 J:UJ卜和之 1
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II II ーニ峠1cl' 29- V-1993阻井和ど

II ＂ 小代スキー届20-Vl-1981加藤正 碑

新温泉町（温泉町) Iii合（日） 26-Vl-1998県）t和之1

＂ 

II 

＂ 

＂ 

II 

＂ 

II 

II 

II 

＂ 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

＂ 

II 

II 

II 

II 

＂ 

＂ 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

＂ 

＂ 

II 

II 多子

＂ 前

II 竹田

II 切畑

II 宮脇

II細

II 春木

II 廿下

II 上,,,

II 後山

II 金渥口

II )ヤ上

＂ 八 n 市

II 仁述寺

3cxs(□) !9-V-1991焦）卜和之 1

（日） 8-V-l幽永幡孫之1

!if' 23-V-1993県井和之1

5ri' 23-V-1993 f.li・v�和之1

3d' 23-V-1993黒井和之1

（日） 19-V-1991永幡嘉之 1

（目） 19-V-1991水幡嘉之I

奥谷禎一i

lex 30-V-1984黒井和之l

2ri" 14-V-1991木澤司l

5か IO-V-1991氷幡孫之1

3r:l' IO-V-1991永幡嘉之i

3rf' IO-V-1991永幡嘉之1

1か］早21-V-1992永幡嘉之l

II 熊谷栃谷n Ji/' 21-V-1992永幡嘉之l

II 伊角 lei' 2!-V-1992永幡嘉之1

II 拾尾 7cl' 21-V-1992水幡点之1

II 丹上 4cl' JJ-V-1992永幡嘉之1

II 鎖混 28'1早 23-V-1994永幡嘉之1

＂ 千谷 2d' 12-V-1992永幡嘉之1

＂ 内山 2d' 12-V-1992水幡嘉之1

II 越坂 4d" 22-V-1992永幡嘉之1

＂ 田中 30' 23-V-1994永幡窟ど

II 花口 50' 29-V -1992永幡屈之1

II 霧ケ滝 3d' J-VT-1992永幡嘉之1

II 肥前畑h 多数LI撃21-v-2001近藤伸一

＂ 竹原 3d' 24-V-1978幅）以丈嗣

＂ 和光 01回前畑奥の廃村） m 

II 海上 3cf" 23-V-1980輻井丈嗣

II 沿 2ex(n ) 4-V-1989慇）げ和之 l

II 莉山 10' 26-V 1991焦）卜和之 1

II 畑ケ平149

新温泉町（浜坂町）奥店寄20'9-V-1994永幡嘉之 1

＂ ＂ 久谷桃観峠58'1-'f M-V-1叩4永幡孫之1

II ＂ 追III幽20'1年14-V-J釦水幡11之'

II II rn店 25?- 16-V-1994永幡嘉之 l

＂ II 川ヒ 2efl IO--V-1991水幡屈ど

II ＂ JE法庵 lcl' 18-V-1991永幡係之l

＂ II 藤尾鹿nu谷2<:J' 20 V-199'1水幡係之l

＂ ＂ 人味 2c:l' 18 V-1991水幡屈ど

II ＂ 中小展 9か3年 1'1-V-199'1 7)<幡嘉之1

II II 人洲t 8か M-V-199'1水幡嘉ど

II II 揉 lci"I� JS-V-1991永幡屈之l
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II II 池ケ•fl 108' 14-V-1991木下宍司 I

II

II

 

II

II

 

久斗山

本

128' 14-V-1991木下閃司l

38'1年 25-V-1992永幡嘉之1

II II 和田 lex(目） 16-V-J釦永幡係之1

II II 藤尾 （日） 18-V-1991水幡嘉之l

II II 久斗山西ノ谷 4ri'4� 20-V- I叩4永幡嘉之1

II II 久斗山宮谷10ri'3年20-V-l幽永幡嘉之i

II II 久斗山イモジ谷7ri'l年20-V-1994永幡嘉之1

II II 京屋二股側上流!Ori'! i?- 14-V-1994 永幡嘉之416

朝来111生野町栃原la' 30-V-1986堀紳二l

朝来呻llIIIIJ町糸井（竹ノ内）2ri'12-Vl-J985木下喪司 l

II II藤和 2ri' 16-V-1999竹内員1]1111

II II 床尾山山麓6exs 16-V-1978木下宍司 725

朝来市（朝来町）神た畑 lri' 21-V-1961岩村巌

II II IU路 1か 21-V-1967米村和繁

II II 奥田路 2年 21-V-1967尾崎剪

II II 神 r畑鋳鉄橋 Sri'!�28-V-1987堀紳二l

II II 神了ガ畑11品1年 28-V-1987堀 紳二l

II II 神 r畑原ケ谷lri' 28-V-1987堀紳二l

II II 笠杉峠 6ri' 28-V-1987堀紳二l

II II 佐中安定Iri'I年28-V-1987堀 紳二l

II II 佐中 10ふ3年28-V-1987堀紳二1

II II 平野 lri' 16--V-1987木下宍司 l

II II 」ゴ＼代 4ri' 9-V-1990木下宍司l

II II 八代 1年 13-V-1982木Fft司I

JI II ロ111路 2か 13-V-1983木F宍司 l

II II 新井1

没父,tu遥町力l噸尾多数Fl繋12-v-2001近藤伸一

II II 石原 3ri' 12-V-2001近藤伸一

II II II畑 多数1]撃26--V-2001近藤伸一

II II 椿色 1か 26--V-2001近藤伸 ・

II II 妙見 lri' 19-Vl-1995木下究司I

没父市（投父町）唐）II 3ri' 28-V-1987堀紳→

II II カカナペ6ri' 16-V-1987木下宍司 l

II II 碑 la' 16-V-1987木下究司l

II II 杉ケ沢麻原20'1年31-V-1987堀紳二1

養父市（関宮町）関宮lex(口）3-Vー1998懇）F和之l

II II 外野 40'7早 20-V-1962岩村巌

II II 川原溢 10' 31-V-1987堀紳二l

II II 草山 6<1"25?- 23-V-1981近藤伸一1

II II 丹戸 80'3 早 31-V-1987堀紳二l

II II 鉢伏莉原 50' 31-V-1987堀紳二l

II II 大久保140'2年 23-V-1981近藤伸一1

II II 福定 8<1" I年 31-V-1987堀 紳二l

II II 布滝付近 30' 31-V-1987堀紳二l

II II 鵜縄 50'3早 31-V-1987堀紳二l

II II な畑 150'2年23-V-1981近藤伸一l

宮別

轟

II

II

 

II

II

 

J4か2年23-V-1981近劇巾ー1

3d"3早31-V-1987堀紳二1

II II 氷ノ山山麓スキ—1年IJ-Vl-1980小崎 l 

II II 足坂40" !9-V-2001 四

＊参考記録

現在まで再発見されておらず、 明らかに分布域外と

思われる採集記録

神戸市北区有馬町 10' 19-V-19791 

II II 箕谷l

II II 淡河
町

1

西脇市出会 10' 1 I-V-1971 吉田 豊

II II )F之坪 la' 9-V-1990木下宍司l

II II 長野 3il" 13-V-1982木F究司l

＂ II 餅耕地 3か 13-V-1982木下賛,;JI

投父市人展町布杉 3r:i' I I-V-1975広畑政巳1

II II 痴f 150' 11 V-1974辺埒勇I

＂ ＂ 明延 3か1年 30 V-1987堀紳こ1

II II 筏 3d' 11-v-2001迎酬1-

＂ ＂ 大谷 2d' 18-V-1980近藤伸一1

II II 栄ノド Iふ Il-V-1982木F宍i,]'

＂ II 中間 lcl' II-V-1982木下穴司1

＂ II 佐治見、 下伽V 1956中尾棺三 m
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ジャコウアゲハ

3 ジャコウアゲハ

{Atrophaneura alcinous) 

■ 分布の状況

国外では朝鮮半島、 中国大陸、 台湾など、 国内は本

州、 四国、 九州から南西諸島まで広く分布する。 県内

の分布は県南部を中心として県内全域に分布する。 中

北部では産地が限られ個体数も少ない。 淡路島には産

地が多く個体数も多い。

■ 生息環境

食草のウマノスズクサが河川敷、 田の畦など集落周

辺に多く、 このような人家に近い楊所が生息地でもあ

るため、 採集地の垂直分布も低くなるほど多くなり、

200m以下の低地が分布の中心である。

またウマノスズクサは人間の影響を受けやすい不安

定な場所に生えているため、 多数幼虫の見られた畑の

畦畔が一夜にして火入れで、 食草とともに幼虫も消誠

するといった状況が繰り返されながら、 しぶとく世代

をつないでいる。

六甲山ではアリマウマノスズクサを食点とし、 標祁

900-800m付近の届地での採集記録がある。

■ 生態

【成虫の発生状況】

成虫の第1回目の発生は、 早いものでは4月士．旬に発

生するが、 一般には4月下旬ごろから発生を始め、5月

上旬をヒ
°
ークに、6月まで見られる。 第2回Rの発生は7

月から見られ、 ヒ
°
ークは7月下旬である。 8月中旬には3

回目の早い個体が発生し、 9月下旬まで見られる。 年3

回発生するものと思われ、2回目以降の個体数は少ない。

【蛹化場所】

蛹は食岸付近の木の幹や枝、 小屋の板塀、柱、 コン

クリー トの壁、橋脚などで見られ、空き地で放岡された

u型溝の内側で数卜の蛹がかたまって見られたことも

ある。
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標高

1000m以上
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ジャコウアゲハ

【ジャコウアゲハの不思議な行動】

ジャコウアゲハが発生したことのない場所でウマノ

スズクサに幼虫を放したところ、 どこからか早があら

われ産卵を始めた。 この現象は神戸市西区の2カ所で、

異なる時期に3回行い3回とも同じなので、 偶然にジャ

コウアゲハがあらわれたのではなく、 ジャコウアゲハ

の成虫が、 幼虫のいるウマノスズクサに強く引き寄せ

られる性質のあることは間違いないことと思われる。

その可能性としては次の2点が考えられる。

① 幼虫が「においのようなもの」｛以下は便宜上「に

おい」 とする｝を発しており、 成虫が 「におい」に引

き寄せられる。

② 幼虫がウマノスズクサの菓を傷つけたことによっ

て、 ウマノスズクサが発するか又は発する度合いが強

くなった「におい」に成虫が反応し、引き寄せられる。

などであるが、 食草に幼虫を放さなければ成虫は飛来

せず、 幼虫を放すと飛来するという現象の解明は今後

の検討課題である。

【幼虫の食餌植物】

県内で確認された食餌植物は次のとおりである

（ウマノスズクサ科） ウマノスズクサ，ホソパウマノスズクサ

（アリマウマノスズクサ）

【成虫の吸蜜植物】

県内で確認された吸蜜植物は次のとおりである

（ツッジ科）ヒラドッツジ，モチッツジ， ヤマツッジ， ツッジ，

（スイカズラ科）タニウツギ，（アプラナ科）ダイコン，アプラナ，

（キク科）アザミ，

． 採集記録

川西rl1笹部 lex 3-V-1972布J:此ビ

II 黒JII 1蛹 2-V-1977植Ul 1

II 多田神社 1年 2 3-V-1965畦 定 e

II 鼓ケ滝 lri' l-V-1966浜田 聡
＂ 多01 2exs 16-VIJ-1967潤柑1.a -'

＂ 人希I 28-Vl 1981仲田元甜

II ゃE 31-VD 1982小坂利り]I

II紐 12-V 1985小坂利明l

猪名川町万西 10" 18 VIJ-1971桑原炎火＇

II 内馬� 8 VDl-1976仲rn元甜

I吟rli塚n町 死卵をll撃 1999 渡辺康之m

1凜iiiゆずりは台エデンの園I¥31 Vll-19971 

II 祐荒神 I¥16-V-197J)JI雌栢一郎1

II 西部

II 川面

II 切畑

5-V-19901 

IO-V-19701 

IO' ーVID-1971山口幅男 1

II 波豆~-=.Ul市木器 15 Vll-1977 1 

II 宝梅1 「IJ i 26-Vl-1991 1 

西宮ilitll「l町(l水峡10'(目）21-Vll-19971 

II ill「I町蓬莱峡2!?-21-VII 1997 1 

II 甲山町甲山森林公園 lcl' 19 Vll-19971 

II 越水盤滝 lcl' 19 Vil 1997 1 

II 夙川オアシスロ ー ド lex fi IX-1996 1 

II 塩蔀町名塩l紬 1\-IIJ 1999近藤イ111 __ I

II 小松南町武庫川右Jや即II敷 渡辺康之叩

j'f肋liP屋川 1か 18-V 1980 i.UlllH利l

II 蛇谷 2か2!?- 16-V-1982西 I咆疹

II 奥Ill I !j1. 10 VI-1997近藤伸 一J

ジャコウアゲハの周年経過
発生個体数
200 

150 

100 

50 

゜

1 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
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ジャコウアゲハ

（神戸iii]

六甲山 I� 茄Vl-1960 ,1.f坂道雄1

／べ甲山アイスロ ド3かIfl. 16 V 1965 =_,+-進1

束灘区東六m凌裳�E紘h虫12-X 19971 

II 御影町 lcl' 14 V 1955吉坂道瓜

灘区伯ド｝野山付近lcl' 30 VI 19691 

II 奥摩耶教材園IS/- 11 WI 1962大束康人1

II 六甲山町丁字ケ辻付近数頭 VID 19801 

II 摩耶山山頂 1か 25-V 1997近藤伸.I

中央区源訪山 lcl' 18-V 1985近藤伸一1

II 諏訪山公園 IS/- 4 VI 2000 1l,n福男四

長田区店取山町 IcJ'(目） 5 VII-1999近藤伸一1

須磨区妙法寺 1ふ（月） 5-VII-1999近藤伸 ・1

II 神ノ谷 lcl' 28 IV-1999 Jlll I福男 l

垂水区神陵台 4卵 10 V 2000柴fll洋昭179

西区 2S/- 20 V-1962尾崎卯

II 前開は山寺）lcJ' 19 V 1963尾崎刃

II 沿岡町 1年 22 VII 1999近藤伸一1

II 櫨谷町寺谷 1か 5 VI 2000近藤伸一

II 伊川谷町U協IS/- 2 V 1992 11J
l

-11J1J史1

北区山田町森林植物園lふ 5 V-1997近藤伸一1

II 山m町教行植物園3cJ' 8-V 1991近藤伸-•

II JJJm町伯法ヶ原1年(fl) 17-IX 1999近藤伸一l

,, µ1ru町谷上3ふ4-'f 15 V 1960 U:J匂勇 I

11 11111]町買浴 lcl' 3-V-1989ヽ四尾栄治t

II 山田町山ノ街1ふ 10 VD 1953 ,tf坂道雄1

II イi馬町 2か 29-IV-1961 f(JI奇列

II 帝釈JI」

II 道出

If? 30 V 1999 1jl昆栄稲

3か 2-IX 19951 

明石市函J: I早 14 VD-1961鴎列

II Iリ拓公凶 1か 18 Vll-1985近藤伸.I

II 西朝霧斤疇大蔵中学校If? 9 V-196.'3人束康人1

II 北E寺町!Scl'-5年21 VD-1980 tlJI I幅男 l

II 中尾住杵神社1か29 VD-2000近藤伸・

述市K村 6 V-1978莉橋久犬

II 細川 ） 8 VI-1977小介 滋I

II 志染 18 VI-1977小介 滋l

II 別所町正法寺30'5 V-1叩2 111渭I]史l

II }.ll]/殖「杯木3cl'-3i 5 V 1992111渭lj史1

II 別Jfr慣「西追Ill'1f? 10 VI I碑9山卜剛史1

本,Ii古川町沿谷 10' N-1980 JIii I幅男 l

小野rli卜米{l:町 I'? 22 IV 1g.15山本仏� .I 

II 人秘町 1ふ 11 VIB 1953山本仏; . I 

II 粟'L町 3J? l'1 VI I叩2 JIJ t-JIIIJ史

加古川rl痣）j町城山公園 I J? 12 N 196'1尾給勇I

II志力町畑 3か 23 VIB- I 983 l� 谷 健l
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II 志方町天神山） if'(年 V 1999竹内降

)�II西rli笹:ii" I!? (11) 13 IX-1979石井為久1

加東rli(社町) . 怜木 (if'(年 5-V 1985広畑政巳 l

))II束rli(滝野町) JcJ, 23-IV-1940山本広一1

西脇1fi瓜fDJE町Ill莉 21 IV 19591 

姫路,t;オ ） cJ, 7 VI 1981広畑政巳 l

II Jム砕山 lcl' 9 V-1982広畑政巳1

II 網F区浜田 2cl-'1-!i! 6 V 1990相坂耕作I

II 広畑区蒲田lcl' 20 VI 1980松本勝山 l

II II 浜手緑地浮(I]) 5 V 1998石井為久l

＂ 附位山 lcl' 13 V 1973木村三郎1

／， 山田町 1か 3-V 1974木村三郎1

II 人:afi lr:l' 19 V 197'1木村三郎1

II 11/11.J Iが 19 V 197'1木村三郎l

II 林田町松山 Id' 23 IX 2001広畑政巳細

II 11 八幡村屯：）か13 V-1984広畑政巳1

姫路ITT"歩前町坂根 勺彦111餃1かIS/-10 V-1964人束康人1

II II 、ir,頭 I�(11) 16 V 1977石）F為久'

II II 前ノI! 1ふ 3-V-1970木村ユ111

II II 1'\'1· 澗 2d' 2 V-1968 屈·t
一

郎l

姫路市安訂町そ坂 ）蛹 15 V 1981広畑政じ1

船崎町新 la' 5 V-1984広畑政巳1

II JFノI I 2r:l''1!? 12 V-1975森ド泰治l

II 幅 ID 50卵 M V-1983石）F為松

II I:; 種山 ） r:l'(rl) 11 X 1981イiJF為久l

afi川町1:Lfl 2r:l'(II) 9 V 1982石）卜為バ

,, I: 牛尾半瀬lr:l' IS/- I V 2000広畑政巳睾

神河町 （人河内町）川I: Id'3 VI I⑳4広畑政巳 ＇

たつのrli(龍野,m宮脇 Jr.x(f9 )  5 V 1999広畑政巳 ＇

II II 祁野 ）かl!rV 1974木村瑯1

II II 揖保 ）蛹 12 I 2003近藤伸一

たつのrli揖保川町大11 11 2d'I早 16-IX 1975相坂耕作l

たつのrli新宮町ご柏野 1か 5-V 1982広畑政ビ

II II 新'h· 2d'5S/- 12-v 1990相坂研’

宍粟rfi 一 宮町邸（横住川）1か20 VI 1999人如k人1

II II T町 ） <11(11) I IX-1991石）t為久l

+wL,n久野町能fla' 31 V 1981広畑政じ 1

II 人谷町 I!? l'1 VD-1962府I:洋•一1

II JJK波野 1 S? 6 v 19s1 m Lit·-' 

II 瓜'l:. 2か 29 IV-1964沿村巌

II 浜1J1 2!? 21 V 1967 \J.fl'!Jt;-j·.1 

II i/rJj 10か6? 13 V 1970沿村巌

II � 光IリJill Iが 29 IV 1973松村r-KiE1

亦穂di紐 I ? 邸\11 1963内坦怠治

II 折）1 2が 23 V 1965 :t}村巌

II 布)J;l 3が Ii V 1972松村}-flilI 



ジャコウアゲハ

II 日坂

II 麻雄

II 上仮屋
II 周世

II 束布年

II 1f年郷

上野山
II 宮満

II 黒石
II 国見

58" 6-V-1972松村邦正l

1i 16-V-1972船曳俊宏 1

lo' 23-N-1973松村邦正'

28" 9 N-I 973岩井信彦

lo' 22-Vll-1996麻品 昭l

Ii 12-V-1995佐々木黛

l蛹 8-[D-1981広畑政巳 1

38" 3-V-1968広畑政巳1

1幼虫 4 Vll-1982広畑政巳 l

168"5?- 3-V-1963岩村巌

II 野桑 68"1年 3-V-1967豆鞘周二1

II 皆坂 1i 8-V-1983清水七三l

II 名村 Id" 29-IV-1983梢水幸三1

II 上郡 I if' I-V-1973相坂犯乍I

II 岩木幼虫多数 VD-1996相坂耕作I

II 小野豆 lef' 2かV-2001 1磁畑政巳臨

佐用町（上月町）西新宿 2d"2� 9-V -19981 

II II 須山 ld"2年19-V 1963岩村巌

II II 上秋里 2阜 l-VD-1973尾崎剪

II II 久崎 lか1年 23-VI-1963岩村 巌1

II II 円光寺 噂 23-IX-1981莉品昭

II II 大日山1年(n) 4-VI-I叩4石）F為／人l

佐川町（三日月町）大下り1.!? 19-V-1963岩村巌l

JI 三原 1か 2-VI -1963滝井邦興

佐用町店州幼虫多数2I-VI-1987石井為沢

既岡市中ノ郷
II 弥栄町

I Sf 30-VDI-I 979木下宍司I

ti 6-V-1900木下�rill

II 下l!f Id' IO-Vll-1981木F応]1

翌岡市u 麻町上ノ郷2cl'3�'1-V-1983 111! 平照雄l

既岡 ,n出石町鳥居 6cl' 2-VlD-I 991木下ft,引

香及町村岡区（村岡町）耀ill Ii 12 V 1978木下宍司I

香必町,Ht区ば）j町）芙j麻原17-Vll-1981)Jll野記

新沿泉町（浜坂町）新rn 1cl' 6 ix-1989近藤伸 一1

新i四町（血印/�Ill化17 lcl' 29--V 1992水幡嘉ど

姿父rli八鹿町八鹿lか2年 28 JV-2001近藤伸-

養父市大屋町蔵垣1? 11-V 2001近藤伸 一

朝来ii弔1田山町竹ノ内2cl'l年16 V 1978木下宍司1

II II 玉閥 7cxs 3 V 1985山崎＃彦＇

朝来市（朝来町）奥1n路3cl'2年18-V-1975尾崎 勇l

II II fTI路 1? (11) 19-V-1979石井為沢

篠山rli杓地奥 1か 6-V-1990鍋品丘郎＇

篠JJ ldi (丹南町）fl'lll 2S? 10-V 1998 1 

月波市柏原町村ll瓜 lcl' 3 V 1987近刷,1, .I 

丹波巾氷L町力11伐 1が 29 IY-1987西渕I�.I

丹波Ill廿垣町稲I: lcl'l� 10 Vl 2001近藤伸 ・

洲本di'i'!1L1 10' I V-1992交告尚史1
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II 中河原 1年 ll-VDl-1965堀田 久1

II 先111 I� 16-VDl-1950堀[11沢

II 下）�Iii.父 Id' 30-N-1968登fl邦り]I

II 三熊山 lr:l' 25-VD-1952堀UI沢

II 山良町 噂 2-Vll-1971堀田 久l

II 柏原山 菊地宏又l

II 幽ダム 菊地宏必1

II 生石公園 菊地宏笈
II 千りt中村 la' 5-V-1978近藤伸_I

淡路市（律名町）常隆寺山） cl'!9-VIB-1970登「1邦明l

II II Iリ］神 1年 25 VII 1965登日月！明 l

II II 典陥寺1

洲本rnli色町鮎l点塔flci' 19-V-2001 826 

南あわじ rt,™叩初尾ダム 菊地宏災

II II 感応寺山 菊地宏災1

II II 中条中筋I!?- 17-VIO 1987近藤伸一1

南あわじ市(_==._原町）成相撲谷 菊地宏災 1

II II JU-天野馬廻ld'6-VDI-I 978近藤伸一1

南あわじ市（南籾町）輸匹羽山 菊地宏災

II II 阿万 2!?- 26-IV-1959藤平卿

II II 凜 l年 18-Vl-1966藤·V- 明l

II II 大nダム1-'f 23-V-1969坂11 操l

ふ



アオスジアゲハ

4 アオスジアゲハ

(G.raphium sarpedon nipponum) 

■ 分布の状況

国外では朝鮮， 台湾からインドまで米洋然帯に広く

分布する。 国内では岩手、 秋田以南のほぼ全域に分布

する。 県内全域に広く分布し個体数も多い。

■ 生息環境

市街地、 村落、 田畑、 里山など市街地から低山地に

かけてあらゆる只境で見ることが出来る。 深い山や凸

地では少なくなる。

県南部ではアオスジアゲハの主要な食餌植物である

クスノキが広く植栽されており、 市街地の公園や神社

などでは特に多い。 また低山地にはヤプニッケイ、 シ

ロダモが分布し、 これらを食餌植物としており、渓流

沿いや林道など明るい空間でも見られる。

県北部ではクスノキが植栽されていないため、 市街

地、 集落内ではあまり見られず、 シロダモの分布する

山地の谷筋などでよく見られる。

■ 生態

【成虫の発生回数】

成虫は年3回発生する。第1回目の成虫は4月中旬から

発生を始め、5月中旬にヒ°ークとなる。第2回のピークは7

月中旬となり、 その後9月下旬から10月上旬にかけて3

同目のヒ
°
ークがあり、 10月下旬まで見られる。

早い記録

I社rli I!?- 16 IV 1950 新家勝0

神戸市中央区淑訪Ill公園 16-IV 1998 Jlll-l幅男心

遅い記録

神）•,Ii兵厭区新開地2「II Id' 29 X D-1987 四

神戸市中央[.>(JR元町駅 1か 22 X 11 1982 松本観枷戸

神｝・iifj中央(ii:�砿山公園8XI 1998 11111幅男IQ

冬季の観察

市街地の街路樹で生活しているため夜間の照明、 市

街地の気温などが幼虫に影響を与えているようで、 」

R元町駅南側の9ス／キの根元で、 12月22日(1982)�型か

が採集されたりbiO神戸市西区では野外で1月11日まで

34 

終令幼虫が兄られた例もある212
0

【幼虫の食餌植物】

県内では次の植物が確認されている

（クスノキ科）クスノキ．ャプニッケイ，タプノキ

【成虫の吸蜜植物】

県内では次の植物が観察されている

（モクセイ科）セイヨウイポタ， イポタノキ， ネズミモチ， ト

ウネズミモチ，（ミカン科）カラスザンショウ．（パラ科）シャ

リンパイ．（トペラ科）トペラ， （プドウ科）ヤプガラシ，（クマ

ツヅラ科）ランタナくピンク ・ 橙＞． コ パノランクナくピンク

>, (ユキノシク科）セイヨウハイカウッギ，（キク科）ノアザ

ミ，（ヤマゴポウ科）ヨウシュヤマゴポウ，（ナデシコ 科）ナデ

シコ，（シソ科）プル—サルピア，（ユリ科）ネギ，

【交尾飛翔形式】

←早+d' が3例、 いずれも神戸市西区岩岡町で確認

している。 3例のデー タ ーは次のとおりである。

16-V-1999· 20-VD-1999· 20-VIl-2001

■ 異常斑紋個体の記録

【裏面の赤斑が黄色に変じた黄斑型】
西宮di戸崎町 1年 IV 1971 /ti嵐炎こS

【青紋が黒に置き換わるスルスミ型の痕跡がある個体】

緬市伊保1981年8月12日羽化近藤伸一
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キアゲハ

5　キアゲハ

(月やI」Io筋C加納方加西淵ねS )

"　分布の状況

国外ではヨーロッパから極東アジア、北アメリカ北部

に分布。国内では北海道から九州、屋久島、種子島以

北に分布する。

県内ではほぼ全域に分布し、個体数も比較的多い。

喜　生息環境

集落周辺の農耕地ではパセリやニンジンなどのセ

リ科の植物を食草とし、農耕地では休耕田などセリ科

植物の生育する環境で見られる。姫路市打越において

休耕田のセリで多くの個体が発生したり、養父市鉢高

原(標高1000巾、同市大屋町杉ケ沢高原(標高730皿)な

どの高地でもシシウドで幼虫が見られる。

神戸市中央区諏訪山公園におけるの山口福男氏の観

察では俄、 5年間にアゲハチョウ、アオスジアゲハはい

ずれも2000頭以上が観察されたのに、キアゲハは僅か

に8頭であった近郊の田圃地帯にはごく普通に見られ

るのに、この公園にはセリ科植物があるもののほとん

ど飛来してこない。市街地への適応が乏しいものと思

われる。

喜　生態

【成虫の発生回数】

年3へ4回の発生と思われる。

成虫の第l回目は4月上旬から発生し4月下旬がビクと

なる。第2回は6月中旬、第3回が7月下旬にピクがみら

れ、以降10月上旬まで見られる。早い記録としては次

のものがある

高砂市加古)ii土手3♂ 20-Ⅲ臆19髄　尾崎　勇

【成虫の吸蜜植物】

県内で観察されたものは次のとおりである。

(ツツジ科)ヒラドツツジ,コバノミツバツツジ,サツキ, (クマ

ッゾラ科)ランタナ<ビング橙>,コバノランタすくピンク>・

(アオイ科)ムクゲ(キク科)ダムラソウ,ノアザミ,タンポポ

ヒマワリ,ヒヤクニチソウ,マリーゴールドコスモス,チトニ

ァ, (アプラナ科)ブロッコリー, (イソマツ科)スターチス, (ハ

ナシノブ科)シバザクラ, (セリ科)ミツパセリ, (ナデシコ科)

ハマナデシコ,セキチタ, (シュウカイドウ科)ベゴニア, (アヤ

メ科)グラジオラス<ピンク>, (ユリ科)オニユリ, (ヒガンバ

ナ科)ヒガンバナ, (オミナエシ科)オミナエシ

キアゲハの周年経過

下　上　中　下　上　中　下

9月　　　10月
上中下上中下上中下上中下上中下上中

3月　　　4月　　　5月　　　6月　　　7月　　　8月



キアゲハ

【幼虫の食餌植物】

県内で確認された食餌植物は次のとおりである。
（セリ科）シシウド，カワラポウフウ，ニンジン，ミッパ，セリ，

パセリ，マツバゼリ m

セリ科以外ではカラスザンショウで飼育が可能であ

り891, 相生市では 1996年8月31 日に鉢植えのカラスザン

ショウで3卵の産卵が確認されている。また、このカラ

スザンショウにはすでに1令幼虫が5頭ついていた竺

また神戸市垂水区では9月にカラタチで卵、若令幼虫

が確認され、5令幼虫が8月に碩頁観察されている。飼育

に際してはミカン科を普通に食するという963
0

カラスザンショウを食べる終令幼虫

相生1li1彩酎; 1981年10月 店上洋一1111

てんとうむし(7)24から転写

【寄生について】

本種の寄生はよく見られるが詳しくは調査がされ

ていない。 市川町上牛尾の蛹からクワゴヤドリバエ

Exorista Sorbi llans (widemann)力�生したことが1

例判明している。 組
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6 アゲハチョウ

(Papi] io xuthus) 

■ 分布の状況

国外では朝鮮半島、 台湾、 中国全上からアムールな

どに分布。 国内では全国に分布し、 八重山諸品を含め

ほとんどの島々にも分布している。

県内の全域に分布し個体数もアゲハチョウ科のなか

では一番多い。

■ 生息環境

平地から低山地、 集落にかけて広く生息している。

山地ではイヌザンショウ、 サンショウなどが生育する

林縁部などに見られ、 農地、 公園などにも多く、 大都

市の市街地でも民家の庭のミカン類で発生するなどあ

らゆる環境に適応して生息する。

■ 生態

【成虫の発生回数】

成虫は3月下旬から10月ごろにかけて見られ、 年4回

程度発生する。
第1回目の発生は他のアゲハチョウの仲間より早く、

4月上旬頃から羽化を始めるが、ヒ
°

ークは5月上旬である。

第2回目のヒ
°
ークは6月中旬で、 その後は8月中旬，9月中

旬に2回のヒ
°
ークがみられるものの、 第3回目と4回目が

重なって発生するようになり、 10月中まで見られる。

遅い記録としては次のものがある

神戸市中央区諏訪山公園 '1-X 1-1999 1I11=i悩男匹

【幼虫・蛹の観察記録】

加古川市で多数の幼虫を飼育観察した矢田敦子

(2001) の観察記録は次のとおりである。

終令幼虫
垂れ下がった大きな菓に、 頭を上に垂直にとまり、



アゲハチョウ

体を縮め、 背部に微を作る。 次に頭を前に突き出すよ

うに伸ばし，頭が垂れ下がる。そして体がダラリと 10nm

ほど伸びて、 ぶら下がった状態になり、 下痢状のフン

をする。 この時「チュー」と音がすることもある。 その

後、 急に慌てたように蛹になる場所を求め、 かなりな

スヒ
°

ードで動き出す。 最終のフンをしてからほぽ1日で

前蛹になった。

6令幼虫

通常幼虫はの5令で蛹化するが、 この観察では6令の

幼虫を2例観察している。

蛹のデモンストレション

羽化3日前の蛹が、シュッシュッと大きな音を出しな

がら何回も左右に振ったりくねらせたりした。 音は5

,...,6回出した。 この行動は、 他にクロアゲハが1例、 羽

化前のナガサキアゲハでも1例観察されている。

脱皮等の時間帯

各令数ごとに脱皮した時間帯を調べた結果は下表の

とおりで、 弱令～中令の脱皮の時間帯に傾向は見られ

ないが、終令になると6時から17時の明るい時間帯に脱

皮し、 12時から17時の間に最終の便をし、0時から5時

の間に前蛹となり、 蛹化する時間帯はまちまちだが、

羽化は6時から17時の明るし嗚那1帯に行われt;:.,

峙 1齢 2齢 3齢 4齢 5齢 最終 前蟻 蟻 手ヒ

便

o- 5 4 , 3 2 2 ゜ 1 5 6 4 

6-11 ゜ 3 1 2 8 4 3 2 1 4 

1 2-1 7 ゜ 2 2 2 7 21 3 7 ， 

18-23 1 ゜ ゜ 2 1 1 3 8 ゜

飼育下における蛹の期間

5月に蛹化したものは 13.3日

6月に蛹化したものは 10.5日

7月に蛹化したものは 9日

9月に蛹化したものは 13日

10月に蛹化したものは20.5日又は越冬

【幼虫の食餌植物】

県内で確認された食餌植物は次のとおりである。

｛ミカン科）サンショウ，イヌザンショウ，ウンシュウミカン，キ

ハダ，キンカン，カポス匹

【成虫の吸蜜植物】

県内で観察された吸蜜植物は，次のとおりである

（ツッジ科）ヒラドッツジ，（スイカズラ科）アペリア，（モクセ

イ科）トウネズミモチ， ネズミモチ， オオイポク，（ミカン科）サ

ンショウ，カラスザンショウ，イヌザンショウ，（プドウ科）ヤ

プガラシ，（フジウツギ科）プッドレア，（アオイ科）ムクゲ＇ タ

チアオイく赤＞，（センダン科）センダン，（ミソハギ科）サルス

ペリ，（キク科）ヒャクニチソウ＜橙＞＇ ノアザミ，Iレドペキア，

マリーゴールド，（マメ科）カラスノエンドゥ，ヤマハギ，（クマツ

ヅラ科）ランクナくビンク・橙＞， コバノランタナ（ピンク），ク

サギ，（アプラナ科）キャペッ， ダイコン，（マチン科）カロライ

ナジャスミン，（カタパミ科）ムラサキカタパミ， （イソマツ科）

スターチス，（シソ科）サルピアレウカンサ（アメジストセイジ），

（ツリフネソウ科）ホウセンカ，（ヒガンパナ科）ヒガンバナ，（シ

ュウカイドウ科）ペゴニア，（ユリ科）ネギ

その他で叫巴、 腐敗しかけたビワの果汁を吸汁してい

るのが観察されている。

アゲハチョウの周年経過
発生鱈体数
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モンキアゲノ

7 モンキアゲハ

(Papi] io helenus nicconicolens) 

■ 分布の状況

国外では、 台湾中国南部からインドにかけて東洋熱

楷に広く分布する。 国内では新褐県、 千菓県付近を北

限とされていたが、 近年束北地方にも分布を広げてい

る。 南は沖縄本品まで広く分布する。

県内ではほぽ全域に分布するが、 淡路品と但碍の海

岸沿いでは特に個体数が多く、 南但馬や播府北部など

の内陸部では少なくなる。

1906年までの記録としては、 姫路市船沖、 下寺、 佐

月1町（上月町）久崎などの報告しかなく、 当時は非常に

珍しい種のようであった。 内海功ー氏によれば1970年

代前半には佐用町（南光町）船迪付近でもあまり見られ

なかったようである。

■ 生息環境

平地から低山地に生息する。 大都市近郊でも見られ

る。 主な食餌植物はカラスザンショウであるが、 この

植物は裸地に最初に役入するパイオニア植物で、 牒耕

地周辺や低山地の林緑部、 道路法面や開発跡地などに

分布するため、 このような環境で幼虫、 成虫がよく見

られる。 また但馬では海岸付近に個体数が多い

■ 生態

【発生回数等】

県南部では5月 ----10月にかけて年3回発生しているが、

内陸部や山間部では2回の可能性が麻い。

第 1 回目の成虫は5月上旬から発生を始め，下旬がヒ
°
―

クとなる。 第2回目のヒ
°
ー クは7月下旬から8月上旬でそ

の後3回目のヒ
°
ー クは明らかではないが10月上旬まで見

られる。成虫は夏の午後6時以降の夕荘れ時にも活動し

ている本種をよく見かけることがある。 早い記録と遅

い記録は次のとおりである。

神戸rli中央区涵訪山公園）4-V-1998 山II幅男心

神Ji rli'l1央区諏訪山公園）5-X 1995 山II伽男心

【幼虫の食餌植物】

県内で確認された食餌植物は次のとおりである。

（ミカン科）カラスザンショウ，ウンシュウミカン，ダイダイ，

ユズ，カラタチ

相生市での観察では鉢植えしたカラスザンショウの

葉、 幹、植木鉢に産卵が確認された。

またカラスザンショウに並んで生えているコリヤナ

ギでヤナギの薬を食べる3令幼虫が確認されているが

蛹化までは確認されていない。

モンキアゲハの周年経過
発生信体数
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【成虫の吸蜜植物】

県内で観察された吸蜜植物は次のとおりである。

（ツッジ科）サツキ，（クマツヅラ科）クサギ， ランタナ，（ミカ

ン科）カラスザンショウ，（スイカズラ科）アベリア，（プドウ科）

ャプガラシ，（キク科）アザミ，Iレドペキア，ヒャクニチソウ，（カ

ンナ科）カンナ，（ヒガンパナ科）ヒガンバナ，

【寄生について】

寄生については三田市乙原でアゲハヒメパチ

Trogusmactatorが1998年4月14日に羽化した記録があ

る829

【クロアゲハの無尾型】

C: 

姫路巾紐 ） cl' 2 VDJ- I 980小坂祖l氾I

てんとうむし(6)必紙から転
‘
ヽ'J.

'10 

8 クロアゲハ

(Papilio protenor) 

■ 分布の状況

国外では朝鮮半島、 中国大陸、 台湾、 ビルマ、 ラオ

ス、ヒマラヤなどに分布。国内では岩手県以南の本州、

四国，九州に分布する。

県内では全域に広く分布するが、1960年代以前は少

なく、 特に内陸部では珍しかったようである。

■ 生息環境

アゲハチョウと同様平地から丘陵地、 低山地に生息

するが，個体数はアゲハチョウと比較すると少ない。民

家の庭のミカン類からも発生、 牒耕地やその周辺、 林

縁などが主な生息地となっている。 大都市近郊でも見

られる。 芦屋市では市街地から山地にかけて分布し、

かは山頂付近で多く見られる竺

■ 生態

【成虫の発生回数】

4月中旬から10月にかけて年3回発生する。 第1回は4

月中旬から発生を始め、 5月中旬がヒ
°
ークとなる。2回目

のヒ
°
ー クは7月下旬にみられ、9月上旬に3回目のヒ

°
ー クが

見られる。

神戸r団阪訪山公園では第1回目のヒ
°
ークが5月上旬で、

アゲハチョウより16日遅れ、アオスジアゲハより7日遅

く発生する丸早い記録と遅い記録は次のとおりであ

る。

神戸市中央区諏訪山公園J7-IV 1998 1J11 I幅!JJ心

神戸市中央区諏訪ill公園l X I -1998 i!Jn幅男匹

【幼虫、 蛹に関する知見】

加古川市における矢1Il敦子氏の観梨では、3令幼虫が

アゲハチョウの2令脱皮直前の幼虫を食べたことを報

告している。また珍しい例として矢田氏は6令になった

幼虫を1例確認している。

冬季に兄かけた幼虫として姫路市打越において1983

年1月16nに終令幼虫を確認しているが、 同年1月22-



クロアゲハ

2313の寒波で死亡していた。 特に近年温暖化の関係か
冬季にも幼虫が見られることがある。

飼育下における蛹の期間は次のとおりである706

6月に餅北したものは13. sn

7月に蛹化したものはll.5Fl
8月に蛹化したものは11. 7日
10月に蛹化したものは20日

【幼虫の食餌植物】

県内で確認された食餌植物は次のとおりである。
（ミカン科）ウンシュウミカン、カラスザンショウ，カラクチ，ナ
ツミカン

【産卵について】

本種は普通は食草の葉に産卵するが、姫路市で樹祁
2m、直径2cmのミカンの幹に8卵、直接産付しているの
が観察されている。 カラスアゲハが太いキハダの幹に
産卵することもあり、異常産卵でなくこのような習性
はあるのかもしれない。

【成虫の吸蜜植物】

県内で観察された吸蜜植物は次のとおりである。
（ツッジ科）ヒラドッツジ，（クマツヅラ科）クサギ， ランタナ

くピンク・橙＞，（リョウプ科）リョウプ，（ユキノシタ科）ウツギ，
（スイカズラ科）アペリア，（ミカン科）カラスザンショウ，（プド
ウ科）ヤプガラシ，（ガガイモ科）キジョラン，（キク科）ルドペキ
ア． ヒメジョオン， ノアザミ，（ノウゼンカズラ科）ノウゼンカ
ズラ

（ツリフネソウ科）インパチェンス，（ヒルガオ科）ヒルガオ．
（イソマツ科）スターチス，（シソ科）サルピア，（セリ科）シシウ
ド，（ユリ科）オニュリ，

（ナス科）ベチュニア＜赤＞によく訪花し口吻を伸ばす
が， いつも短時間で離れ、吸蜜しているかどうか確
認出来ない。 他に姫路市林田町奥佐見で1980年6月1
n にダイコンの腐敗したものの吸汁が観察している。

【斑紋異常型】

赤

姫路r阻ll')(立Jll I年4-IX 1981小坂文之四

（後翅裏面の弦月紋が4室まであらわれた個体）
芹加IT六態荘10- 4-VID-1982 JF以佑
j't肋Ii岩園町lo- 24-VID-1982井L:J(i---811

(2産地の個体はともに後翅裏面の赤斑紋が極端に発
達したもの）

神）•iii北区山田町神戸dh'l:教育植物園付近
1年 15-VID 1980蛇川政道831

（台湾ではab.Kagaribiという異常型の名が与えられ
ているもの。前記芦屋の2例と同じで、第1室から7
室まで内側に大きく赤斑が出ている）

【無尾型】

西宮傭lfjf咽町1ふ4-V-1969斉藤泰彦函
II 仁川 ）か反型1963四

神戸市北区 10- F旬—V1D 1979毛利1リ1 ,-ier

II 六叩11) I I舷lex -VID-1933)JII地早苗園
II 本山 ）か 反型 谷11和義四

姫路市砥堀 10' 2-VID-1980小坂ifJl _1e1 (写兵•前ページ）
南あわじrli (南糊n 叫't 10' 15-V-1967藤平 明723

訟rli人野 lふ 5 V-1981藤'J". lj/)723 

クロアゲハの周年経過
発生個体数
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オナガアゲハ

9 オナガアゲハ

(Papilio macilentus) 

■ 分布の状況

国外では朝鮮半島、 中国大陸に分布。

国内では北海道、 本州、 四国、 九州に分布し、 南限は

鹿児島市周辺である。

県内の分布は県内の広い範囲に分布している。西播磨

の山間部から但潟にかけては比較的個体数が多いもの

の、 県南部では分布域は限られ個体数も少ない。

淡路島には約40年前の古い目撃記録はあるものの、

その後の調査でも再確認されていないため、 分布固か

らは省いた。

■ 生息環境

オナガアゲハの主な食草であるコクサギが、 山地の

渓流沿いや山道などで生育するため、 山地内の渓流、

林道、林緑などが生息場所である。

垂直分布は1000m付近の祁地から100m以下の低地

まで分布しているが、 やや内陸の 100mから300m付近

が垂直分布の中心である。

芦屋市における西 隆広氏の観察では、 山麗から山

地で見られるが、 かが山頂まで飛来することは希で、

多くは谷筋を飛ぶ4
40

■ 生態

【成虫の発生回数】

4月下旬から9月にかけて年2回発生する。第一回の成

虫は4月下旬からあらわれ、5月中下旬が発生のヒ°
ークと

なる。第2回目の個体数は少ないものの8月にヒ
°
ークがみ

られ、9月に人るとほとんど成虫の姿が見られなくなる。

【幼虫の食餌植物】

県内で確認された食餌植物は次のとおりである。
（ミカン科）コクサギ イヌザンショウ心

飼育すればュズ、 ダイダイ 、 サンショウ 、 カラタチなどを

普通に食するという竺

盆
�
 

京都府

オナガアゲハの県内分布

標高

1000m 以上

900-1000m

800-900m

700-800m

600-700m

500-600m

400-SOOm

300-400m

200-300m

100-200m

0-100m
＇！ 

゜ 5 10 15 20 25 30 

箇所数

オナガアゲハの垂直分布
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9 オナガアゲハ

(Papilio macilentus) 

■ 分布の状況

国外では朝鮮半島、 中国大陸に分布。

国内では北海道、 本州、 四国、 九州に分布し、 南限は

鹿児島市周辺である。

県内の分布は県内の広い範囲に分布している。西播磨

の山間部から但潟にかけては比較的個体数が多いもの

の、 県南部では分布域は限られ個体数も少ない。

淡路島には約40年前の古い目撃記録はあるものの、

その後の調査でも再確認されていないため、 分布固か

らは省いた。

■ 生息環境

オナガアゲハの主な食草であるコクサギが、 山地の

渓流沿いや山道などで生育するため、 山地内の渓流、

林道、林緑などが生息場所である。

垂直分布は1000m付近の祁地から100m以下の低地

まで分布しているが、 やや内陸の 100mから300m付近

が垂直分布の中心である。

芦屋市における西 隆広氏の観察では、 山麗から山

地で見られるが、 かが山頂まで飛来することは希で、

多くは谷筋を飛ぶ4
40

■ 生態

【成虫の発生回数】

4月下旬から9月にかけて年2回発生する。第一回の成

虫は4月下旬からあらわれ、5月中下旬が発生のヒ°
ークと

なる。第2回目の個体数は少ないものの8月にヒ
°
ークがみ

られ、9月に人るとほとんど成虫の姿が見られなくなる。

【幼虫の食餌植物】

県内で確認された食餌植物は次のとおりである。
（ミカン科）コクサギ イヌザンショウ心

飼育すればュズ、 ダイダイ 、 サンショウ 、 カラタチなどを

普通に食するという竺

盆
�
 

京都府

オナガアゲハの県内分布

標高

1000m 以上

900-1000m

800-900m

700-800m

600-700m

500-600m

400-SOOm

300-400m

200-300m

100-200m

0-100m
＇！ 

゜ 5 10 15 20 25 30 

箇所数

オナガアゲハの垂直分布
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【成虫の吸蜜植物】

県内で観察された吸蜜植物は次のとおりである。

（ツッジ科）ヒラドッツジ， ヤマッツジ，（スイカズラ科） タニ

ウツギ，（クマツヅラ科）クサギ，（キク科）ノアザミ，

【寄生】

西宮市百合野町で1998年4月 7 日に本種の蛹からカイコ

ノウジノも立,t羽化している829

． 採集記録

川西r団支ケ滝 J.!?- I V-1966浜田稔l

II笹 lex 30-VII-1968宮」:.iEビ

II ー／収 Id" 25-VD-1965和田幸夫l

II 妙見山 lc:JI 17-V-1964和田幸犬l

II 妙見新滝 l<l" 15-VID-1969柾隆史

＂ 黒川（新滝道） l-VDl-1969勝展 潤1

II 黒川 18-V-1996木下修一1

猪名川町大野山 10' 28-V-1994宗像精三l

II 木間生 1年 2-Vl-1996森地重博l

II 紫合 5-V-1981仲田元亮1

＂ 栃原（大谷） 9-Vl-1985小坂利明 l

＂ 三は山 lei' 28 V-200西

宝塚市情荒神 ld'&-V-1972 }JJ暉信一郎l

II 僧川 25-V-1985 1 

jJi凡If芦 展川 lrl' 17-V-1980息田昌利l

［神戸rli】

束潰区御影町 1 早 29-VlD-1952吉坂道雄＇

II 六m山 3r:l' 5-Vl-1960尾崎 勇l

潰区六甲学院付近lo' 7-V-1968肛 陥史l

中央区d,ケ原 lo' 19-Vll-1959尾崎例

西区神出町雌岡山lo' 15-Vlll-1962尾崎剪

北区帝釈JU I年 25-V-1995平尾栄治l

明石市大蔵谷束山酌lJJr:1'25-VlD-1961大束康人1

二市志染町密屋l早 12-Vl-1977小介 滋I

加占川弗志）j町 lo' 8-V-1983座谷輝

加占川市志方町氷室lri'29-V-1983近藤伸一1

多可町加美区U1n芙町）i· ケ峰 3-V-19591 

福崎町七種山2か（口） 26-V-1991石井為久l

II 山崎 2cl'(日） 15-VDl-1982石井為久1

市川町下牛尾河内Jか 10 V-1975広畑政巳 1

＂ 上牛尾半瀬10' M-Vll-1980広畑政巳 I

＂ 上牛尾店戸lか 3かV-1998広畑政巳1

II ヒ牛尾寺家la' 14-Ym--1980広畑政巳 1

II 小畑 10' 31-VB-1993広畑政巳1

＂ 浅野 !cl' 30-V-1999広畑政ビ

II 谷 ） rl'3i (ll) 22-V-1994石井為久1

神河町い洞内町））II上1か 17-V-1975広畑政巳 1

II ＂ 砥蜂 I a' 9-VID-1981広畑政巳I

II ＂ 上小田7rf"l-!? 26-V-1968尾崎剪

姫路市拶前町山之内 Id" 25-V-1975広畑政巳 l

II 団彦山 浮 29-N-1998 平尾栄治1

＂ 東I�頭 lrl' 13-V-1962尾崎別

II 馬頭 lr:l'(ll) 17-V-1977森下泰治

II 骰塩城址 15-Vll-1999竹内降

オナガアゲハの周年経過
発生個体数
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II II 熊部3か2年(ll) 14-V 199'1石）訟沙、1

II II 寺 20-VI 1999竹内閥

II II 文殿 lr:l-1� 27-V 1973屈寸丑111

＂ ＂ 小畑 Id" 27-V 1973木村ヨ111

II II 幼�f IcJI 27-V-1973木村直111

II II 鼻炉L澗 la' -V-1968木村頂111

II II 宮ノ北 1か 20-V-1995人束康人I

姫路rt,安官町安志 lri" 2-Vl-1963 J:(,.Jt(;f 勇 l

II II 関 10'1-'? I-VJ-1975屈t頂Iり

宍粟市山崎町氏沢 3ri"l'? 31-V-1968 店村巌

宍粟d, →宮町T町 10' !3-V-19別広畑政じ 1

II II 公文 3ri"l'? 20→ V-1968沿村巌

II II 個I•横住川lri"l J? 15-V 1999人東康人 1

II II 阿含利 I-'? 23-V-1998大東康人I

II II 横111 lri" 20-V 1968沿村巌

II II 血1 lri" 18-V 1975沿村巌

II II 小肱 2ri" 27-V-1975岩村巌

II II 樅ノ人林道1か 29-V 1999人束康人1

11 11 (II I la' 5-VJ 1989山n幅炒

II II f,'f. 木2ri"l-'? (n) 31-V-1992石)�為久1

II II 志介 lふ l 2-Vl-2000119 

宍粟rli波賀町赤西涙谷1か1-'?12-V-1985広畑政巳I

II II 八丈 1 a'(扱） 15-V 1999 JA畑政巳 1

II II 粁水 I J? 28-Vl-1989平尾栄治』

II II nノ原 2ri"l J? 切ーV 1968府村巌

II II 束山麻原 I-'? 26-V-1996人束康人1

II II 坂ノ谷林道2'? 12-vm-2000119 

宍粟,liT·種町店野辺lri" 2 Vl-1974木村三郎1

佐用町（南光町）船越山10' 13-V-1984広畑政巳 1

相生,t次野町能Flri"l年31-V-1981広畑政じ

II : 名濃Ill lri" 23 V-1979米村和繋

JI 陸りlilt Iふ 29 VJ 1973松村月IJJ:I

II 佐Ji If/- M V-1991沼水,r,-:•

赤徳巾店雄 I a' 6 V-1972松村邦,El

II 尾崎 1か 10 VI-1972松村邦佃

l螂人杉野 la' I Vl-196.1沿村巌

II 野桑 I a' 5 V 1968沿村巌

II 柏野 2a' 5 V 1987近藤伸.I

＂ ヤ刊坂 lcl' 22-V-1983而水幸二l

II A
1
i木 lri" 8 VID-1999相坂耕作1

＂ 小野u la' 20 V 2001広畑政じ澤

佐川町(l:Jl町）内新布多数(Il) 9 V 1998 1 

II II 久 浮 19-V 1963岩村巌＇

＂ II 樺坂 I !? M-VDI 1981祁品 ）判

II II 上秋児 lei' 27-V 1992麻品咽

11 II 大111112が2�(11)'1-VH叩4石）t為久1
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佐川町（そIIJI町）鵡訟if'19 V 1963沿村巌

佐川町K石）f lef'I� 16 V-1981 1鴎 I判

II 奥海 lef' 16 V-1981麻品 I籾

II 佐月］坂 (1-l) 27-V-1973木村ヨ111

骰岡rliU頃谷 lef' 12 V-1990� ド宍司 I

II 奥野 1年 31 IV-196'1木F杏ヽ-;J'

II 幅成寺（矢吹1U)2ふ12-V 1966木下宍司I

牲lb!Jili:城崎町来fl励11頂lef'8-VID 1991木F閃が

II 元螂 lef' 3 V-1妬小崎,�糾

豊岡市竹野町阿金谷I� 12-Vll-1965 小崎茂樹1

既岡dil I ,Iii町lこノ郷lef' 21 V-1990木F夜,';)'

II JI 九斗 1か 20-V-1991木下閃司I

II II 金谷 lef' 17 V-196'1木下宍司I

II II 阿瀬J..谷 3 Vl-1977谷角素彦

II II 稲娯1か n撃25-V 2002近藤伸・

豊岡dill!石町桐野 2ef'9-V-1977木fr.l司l

II II 百合谷2ef' 15 Vl-1988近藤伸一1

豊岡間II束町畑 lef' 20 V-1981木ト
・

宍Ii]'

II II 天谷 lef' 20-V 1981木F�司1

呑必町村IMI区（村岡町）11'!11 5o'II年15-V-1987木fftri)'

JI II 鉢北祁原lふ 31-V 1979悩井丈嗣

II II 耀I lJ I if' 9-VID- I 987近藤伸.I

香又町小代区は辺町）小代浪谷2o'I 23-VID-1992水幡嘉之1

II II 久須部1か 7 VI-1988近藤伸一1

JI II 然111 lef' 28 V 1988近藤伸_,

新溢泉町（温泉町M後山 lef' 12 V-1992水幡嘉之1

II II 八11 di 

II II 中辻

II II歌

1か 17-V-1992永幡屈之'

) cl' 2'1-V 1992永幡嘉ど

lex -VI 198'1 f.{し）F和之＇

II II 霧ケ滝 lか 13-VDI 1988近藤伸一'

新ill呆町（浜坂町）城tll J f?- 7 VJ-1993水幡嘉ど

II II 池ケ'fl Id' 18-V 1991水幡嘉之 ＇

朝来市生野町栃Dil Iふ 8 V 1983近藤伸.I

II II H蒲澤 1か ll-Vl-1962 tlfll幅罪

朝来D湘Ill山町竹ノ内1か（扱）14-V 1994木ド閃司'

朝来rli C朝来町）神 r畑2か 18-V 1975尾崎例

II II 奥m路 2か I� 18-V 1975尾崎例

II II 佐嚢 Id' 22-V眉一1993近藤伸_1

II II III路 I� 18 V-1975佐々木黛

II II 佐中 Id' 31-VIl-2001近藤伸 一

朝来rii1l1束町比叡 Id' 27 V 2001近藤伸・

投父rli八鹿I町tJ哨(iJ�lex 26 V 2001近藤イ111 ・

II II 石J爪 2d' 12 V-2001近藤fill -

II II II畑

II II 妙見

II II 椿色

lef' 26 V 2001近藤frl1 -

lex 27 V 2001近沿削I ・

I if' 26-V -200 I近藤伸--
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投父rl1(投父町）カカナペ68'16 V-1987木F宍,;JI

籾r杭直IU)l月延 1ふ 27-VID-1980広畑政ビ

II II 若杉 48' 12-V-1973尾崎例

II II 杉ケ沢Id'23-V-l韓4前平！阻雄l

II II 横行58' 23-V-1981�滋品昭

II II 天滝 Id' ll-V-2001近藤伸一

II II 筏 Id' ll-V-2001近藤伸 一

姿父市（関宮町）大谷lci'I年21-V-2001近藤伸一

II II 八木谷lci' 21-V-2001近藤伸一

II II 尾崎 Id' 21-V-2001近藤伸一

II II 福定 Id' 14-VDl-1988近藤伸一1

II II 硲畑 Jci' 24-VID-1985近藤伸一1

丹波市胄垣町稲ヒ jか IO-VJ-2001近藤伸一

氷上郡竹Ill川流域

丹波 ,n在A町 n ガ奥I

篠山市鍔市ダム 2d' 24-VDl-1997柾 陥史1

II 弥卜郎岳lex(目） J-VJ-1991麻橋邦明l

II籠坊 多数 22-V-1994宗他精三郎1

II 後川中 多数 22-V-1994宗似精三郎1

II 上籠坊 30-V-1981仲田元庄I

篠山市（丹南町）住山 lei'29-V-1994 1 

II (丹南町）竜版寺 Id'J-Vl-1996近藤伸一1

篠山市今IH町四斗谷 2d'10-V-19981 

洲本市中河原町竹原 lex (□) -VID-1958 Ill中1
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1 0 ナガサキアゲハ

(Papijjo memnon thunbergii) 

■ 分布の状況

【分布の状況】

国外では中国大陸南部、台湾、インドシナ、スンダ

ランド、インド北部など東洋熱帯の広い地域に分布す

る。

国内では近畿地方以西、四国、九州、南西諸島に分

布していたが、現在では分布を東に広げ、東海地方、

関東まで記録が出るようになった， 本来なら食樹の関

係から分布しなかった地域も柑橘類の栽培とともにそ

の分布は北へ東へと広がり、日浦(1977)によれば、1945

年には高知県から愛媛県にかけての太平洋沿岸部、

1950年には徳島県から広島湾沿岸部を結ぶ地域にまで

達し、1970年代に近畿地方まで分布するようになっt�

【県内での分布拡大】

発生初期
県内における最初の記録は1951年の8月に、当時志筑

小学校4年生の畠中弘少年によって、淡路市 （律名町）

志筑のミカン山において2年が採集されたもので （西

岡久、1952)、その後3年間は記録が跡絶えたが、1955

年から1958年にかけて海を隔てた県内本州側の西宮

市・宝塚市・芦屋市・加古川市などの各地でも数頭なが

ら採集されている。

淡路品では1951年以降7年間は採集例がなく、1958

年7月27 日に洲本市安平町北谷で堀田久氏によって2回

目の年が採集され竺1960年には一挙に7頭が採集及び

目撃され、その範囲も南淡路市（南淡町）福良 ・ 阿万 ・ 洲

本市五色町などに広がっていった。柑橘類の栽培が盛

んになり、作付面積が急激に増えたのもちょうどこの

頃からである。 1960年以降は春季にも本種が採集され、

この頃に淡路島に土看したようである。

一方県内の本州側では前述のとおり、1955年5月25

日に西宮市の広田神社で、 当時小学校5年生だった伊

藤建夫氏が採集した1頭の雌が最初の記録で（伊藤建夫

2006) 、春の記録としては県内の初記録でもある。 同

年の8月23日に宝塚7ァミリーうンドで1雌が採集された。その

後1975年までは南部海岸沿いの各地から夏以降の記録

のみ10数例が報告されている。
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゜

図 1 ナガサキアゲハの分布の変遷 (1951~ 1970) 

． 

図2 ナガサキアゲハの分布の変遷 (1951~1982)
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． 

図3 ナガサキアゲハの分布の変遷 (1951~1990) 

【1970年】

1976年以降はたつの市御津町・姫路市家品町・相生

市・赤穂市・姫路市などの瀬戸内沿岸の地域から春季に

採集されるようになり、 これらの地域では春季のみな

らず、 8月下旬、 9月中旬にかけて多数の個体が発見さ

れるようになっt.:., 翌 1977年にはたつの市御淮町室津

において約90頭もの個体が採集された。 この例からも

わかるように、 県内の本）➔-I側においても 1976年ごろか

ら上沼しているものと思われる。

芦屋市では 1979年9月22日に初めて確認され、その後

毎年見られるようになった。この頃から県内南部の瀬

戸内一円から阪神間にかけて分布を広げ，更に内陸に

向かって拡散したものと思われる。

【1980年以降】

一方、 県内日本海側からは、 1982年6月 10n には豊

岡市百合地で木下四司氏によって 1年が目撃され、但碍

地域からの初記録となった。 その後 1986年5月から9月

にかけて豊岡市日莉町上ノ郷にて3<:J'l年が上田尚志氏
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によって採集され、1988年には新温泉町（浜坂町）、 香

美町香住区（香住町）、豊岡市出石町でも確認される

ようになっt:.., 1951年から1990ij:.までの分布の拡散の

状況を年代別・採集地固に表した。県内での拡散の状況

がわかる。

近年は 県内南部では普通に見られるようになり、 神

戸市諏訪山公園における1995から1999年の山口福男氏

の観察では、個体数はモンキアゲハより多く、クロア

ゲハより少なかった。 1999年の神戸市西区での調査で

はクロアゲハより多かった。 しかし、 県内日本海側の

地域では稀に見られる程度で、定着しているとはいえ

ない状況である。 今後個体群の密度が高くなっていけ

ば県内全土に土培していくものと思われる。

■ 生息環境

【土着の条件】

平地から丘陵地、低山地に生息するが、民家で栽培

されているミカンからも発生するため、 都市部でも多

くの個体が見られる。 ユズも食樹となっており農耕地

やその周辺、林縁などでも多く見られる。

本種が土培するためには冬期の低温の克服が最大の

課超となる。姫路市における蛹の自然状態での越冬の

実験では、1-2月の平均最低気温がー2.2℃、 平均気温

が2.2℃、最低気温の極値が一7.8℃、0℃以下の日数が

l. 2月で46日という厳しい条件下でも越冬した竺

冬季の気象条件が分布拡大を制限する最大の要因で

あることは疑う余地もないが、近年辿援化の影密で気

温も上がって越冬の条件も良くなっているが、前述の

通りかなり厳しい気象条件でも越冬できるということ

から、食樹となる栽培種のミカン類が分布拡大のキー

ポイントになっているように思われる。

1970年代にたつの市御沖町室津で大発生した時は、

ミカン栽培が採算に合わず放置されて煤家のミカンで
発生していた。U射tと共に食樹の事情も変化して、以

前は庭に実のなる植物は植えなかったが、価値観が変

わり庭も変化して、松など剪定の必要な木ではなく落

棄樹や実のなる物が好まれるようになっt� そんなI対

係から本種の食樹が増えていっていることも幸いして

いる。 また、耐寒性の強いユズは県内の内陸部などの

寒冷地でも多く見られるため更に分布は拡大していく

ものと思われる。
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■ 生態

【成虫の発生回数】

5月上旬から10月下旬にかけて年3回発生する。

第1回は5月上旬に一斉に羽化する。その後6月は発生数

は少なく、7月上旬頃から第2回目の発生が見られ、下

旬にはヒ
°
ークとなる。 第3回目の世代のヒ

°ークは9月上旬

で、年間を通じて個体数が最大となり、10月中まで見

られる。

神戸市諏訪山公園では、第1回の発生は5月中旬でク

ロアゲハより約1週間遅れる。早い記録と遅い記録は次

のとおりである。

川西市石道 1か 22-rv-2000法西浩匹

神戸I阻紅ガ山公園 30-X-1999山II福男742

【幼虫の食餌植物】

県内で確認出来た食餌植物は次のとおりである。

（ミカン科） アマナツ（ナツミカン），ウンシュウミカン，ユズ，カ

ラタチ，キンカン，ナルトミカン

他のアゲハチョウ類は新芽や若葉に産卵するが、 本

種は日陰の大きな古い莱に産卵されることが多い唸

【成虫の吸蜜植物】

県内で観察した吸蜜植物は次のとおりである。

（ツッジ科）モチッツジ，ッツジ，ヒラドッツジ，（クマツヅラ

科）クサギ，（アオイ科）ムクゲ，ハイビスカス，（スイカズラ科）

アペリア，タニウツギ，（トペラ科）トペラ，（ミカン科）ミカン，

（ノウゼンカズラ科）ノウゼンカズラ，（プドウ科）ヤプガラシ，

（キク科）ノアザミ，（ツリフネソウ科）ホウセンカ，インパチェ

ンス，（アカネ科）サンタンカ，（キンポウゲ科）ウマノア ・ンガク，

（ヒガンバナ科）ヒガンバナ， （ナス科）ペチュニア，（ユリ科）オ

ニユリ

【脱皮等の時間帯】

各令数ごとに脱皮した時間帯を調べた結果は次表の

とおりで、弱令～中令の脱皮の時間帯に傾向は見られ

ないが、終令では12時から23時の間に脱皮する傾向が

強く、最終の便は18時から23時の間に集中する。0時か

ら5時の間に前蛹となる傾向はアゲハチョウと同様で、

前蛹、蛹化の時間帯も0時から5時の間に集中し、羽化

は0時から11時の時間帯に行われた》



ナガサキアゲハ

時間 1 2 3 4 5 贔 前 蛹

搭 令 令 令 令 令 便 蛹
0- S 2 8 14 ， 2 2 25 16 

6-11 5 10 ， 16 5 l 3 4 

12-17 8 4 5 5 13 L ゜ ゜

18-23 l ゜ 2 I 13 29 ゜ ゜

【蛹の期間】

飼育下における蛹の期間は次のとおりである706

6月に蛹化したものは14. 2日

7月に蛹化したものは10.3日

8月に蛹化したものは11. 2日

9月に蛹化したものは13. 1日使該もあり）

10月に蛹化したものは16日

【寄生】

羽

化

13 

14 

4 

゜

寄生についてはアオムシコバチ（コガネバチ科）・カ

イコノウミバエ（ヤドリパ工科）が報告されている835

有尾型

莉砂rli米田町I? (ll)-V-1992岡本 精四

姫路,ti坂田町浮 上旬-IX-1986 焦田 収

年の白紋消失型から普通型の変異

年の白紋が全く消失した黒化型個体（相生市鰯浜1983年羽化）

少しあらわれた型（相生市鰯浜1983年羽化）

普通個体（相生市菖�1983年羽化）

” • ‘‘
‘

ナガサキアゲハの周年経過
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カラスアゲハ

1 1 カラスアゲハ

(Papilio bianor) 

■ 分布の状況

国外では中国、 朝鮮半品、 台湾、 北ビルマ、 樺太な

どに分布。 国内では北海追から南西諸島まで全国に広

く分布するが、沖縄本島周辺及び宮占諸品には分布し

ない。

県内の分布状況は、 県内全域に広く分布し個体数も

多い。 分布図では空白地帯が多くあるがI-'ガ調査がで

きていないことが原因と思われる。淡路品、 家品にも

分布する。

■ 生息環境

カラスザンショウ、 コ クサギ、 キハダなど食樹の種

類が多く、 森林内、渓流沿い、 林道、 集落内と様々な

環境で見られ、 市街地で発生することもあり分布域は

極めて広い。垂直分布は1000m以上の高地から100m以

下の低地まで分布しているが、 ミヤマカラスアゲハよ

り低地を好む傾向があり、 100mから200m付近が垂直

分布の中心となっている。しかし六甲山では800m以上

の高地でよく見られる。

■ 生態

【成虫の発生回数】

4月下旬から9月にかけて年2同発生する。 第1回目の成

虫のヒ
°

ークは5月下句で、その後個体数は少なくなるが、

7月下旬頃から2回目の成虫が目立ち始め、8月上旬にヒ
°

ークとなり、 9月下旬まで見られる。

【幼虫の食餌植物】

県内で確認された食餌植物は次のとおりである。

（ミカン科）キハダ、 サンショウ 、 コ クサギ、 カラタヂm

飼育すればミカン、ユズ、ダイダイもよく食ぺる963
0
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， 京部府

分‘

カラスアゲハの県内分布

標高

1000m以上

900-tOOOm

800-900m

700-SOOm
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400-500m
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100-200m

0-100m
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箇所数

カラスアゲハの垂直分布



カラスアゲハ

【特殊な産卵例】

養父市（関宮町）氷ノ山 1300mの北尾根のプナ林で

1991年7月24n にミヤマシキミに産卵しているのが確

認され� 10、市川町上牛尾半瀬では1998年9月12n 、直さ

7mのキハダの太い幹に産卵しているのが観察されて

いる竺

【成虫の吸蜜植物】

県内で観察された吸蜜植物は次のとおりである。

（ツッジ科）ヒラドッツジ， （ユキノシタ科）ウツギ，（グミ科）ナ

ワシログミ，（クマツヅラ科）クサギ， コパノランクナくピンク

＞， ランクナくピンク・橙＞， （スイカズラ科）タニウツギ， （キ

ク科）ノアザミ，

【寄生】

西宮市上甲東園産の幼虫からアゲハヒメバチTrogus

mactatorが1998年6月28 日に羽化している829
0

■ 採集記録

JII西Ii妙兄新滝 5rl" 18-VID-1968打 降史1

II 妙見山 Id' I Vl-1972沼n憲治l

II ーの、CJJ,i;· lei' 2&-VD-1962桑原英火l

II 多田 18' 22 VD-1976勢山保筵

II 笹 lex 29--VJl-1970'iJ七if.!ビ

II 鼓ケ滝 噂 25-VD-1966浜田 稔1

＂ 多田院 23-VDl-1966小坂利明 l

II 束畦野（ •のf..l,},サ）8-Vー1966小坂利明l

II 黒川新滝道 2i

II !;[IJII 
II -Jili 

猪名川町木間1. I cl' 18 Vll-1971桑原炎火

II U,J占谷lex I-VI 1971赤,1,1

II 大野山 ） cl' 14 V-1勁鍋品皿111

II 仁頂与 15 Vl-!980森地頂博l

-::.m,11噂

宝塚rli梢抗神

I VJ-19971 

ld' 2 Vl-1997近藤伸 .I

1か I VIl-1956 11Jn幅男l

Id" 12 VDl-19951 

Id" 16 Vl-1970)J叫榊馳1

II イ悧ii 5 v-19151 

II 人Jfi鵡f I cl' M  IV 200'lfl1 

西宮市」：ケ原 I fl- 18 IX-19971 

芹吊市城山 ）か 2 V-1983西挽彦1

II 高座の滝 lか ） O-V-1996近藤伸一1

［神戸市］

六m山 ） !?- 24 VIl-1953占坂道雄l

澄区伯母野111付近lcl' 30-IV-19691 

中央15{.li訪山町 I!?- 26-IX-1997 1111 I幅罪

長川区Z雀ケ丘 lcl' I \11 1998近藤伸-•

螂区鉢伏山 lcl' 10 VID-1956吉坂道雄1

II鉄山 !cl' I-VI-196.5二木 進＇

II ーノ谷町 5cl' I IX-1980 11,n福男l

II 神の谷 1年 I I-V-1999山n幅男l

垂水区舞f陵 lcl' 1- Vl-1976 ilffJIIIJ史1

II 西舞{- I胡�26-VIl-1999浅1n �• 

西区店岡町 1年 17 IX-1993近藤伸一1

II太1l1寺 ） cl' 23-VIl-1985森本輝

II櫨谷町寺谷 ） cl' I VD-2000近藤伸—

II伊川谷町且協I!?- 10 Vl-1997 Ill FJIIIJ史

カラスアゲハの周年経過

発生値体数
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カラスアゲハ

北区丹生山 2d" 6 V-1995近藤{111 -1 

II帝釈111 Id" 20-Vl-1999近藤伸一

II山山町山ノ街）か 4-Vl-1961尾鯰 勇l
II山Ill町窟鳴 Ii 23-Vl-1974 11111福罪

II布野町五社 4if' 29 IV-1961尾崎 勇 l

明石rl1人蔵谷束Ill西山li21-[X-1963大束康人l

=.kr!fil: 法寺 3d" 26-V-1988永幡嘉之1

＂ 人村 ） if' 2-VID-1984永幡係之1

II 志染 ーVJJ-1977小介 滋I

II 別所朝11 fi: -VJJ-1977小介滋1

II 上の丸 ーVJJ-1977小介 滋l

加古川市志）j町氷屯I fl 23-V-1999近藤伸一1

II 志方町莉御位IUl6-VI-J996竹内隆

II 志方町城山Id" 23-IX-1996竹内岡

II II飯盛1!1 5-VII-1998竹内陥

祁砂市刷弥陀町鹿島山 I J-VJl-1999竹内 隆1

西脇市出会 21-IX 1997竹内隆

多nJ町加又区Um又町）三国岳 2 v-1959 1 

姫路市人ガi
II )A. 蜂

Id' I-Vl-1980広畑政已1

Id' 9-V-J98J広畑政巳 1

II 胄Lit Iか 23-V-1981広畑政巳 I

II 蛉相山 2rJ', 18-IX-1983広畑政巳1

II 広畑区下野lrJ', 1&-IX-1979 大計11

II 勝原区京見1111ふ2.'i-VIB-1980松本勝itJ I

11 \!r'f.1l J 

II 1<')位山

II 打越

1か 25-V-1975木村芝111

la' 25-V-1975木村ヨ111

12-Vll-1998竹内隆l

姫路,Ii呑寺町荘坂峠lo' 27-V-1973木村ヨrs1

姫路rl"P夢前憚頂§部 lo' 3-V-1985広畑政巳l

II II 明彦山 2a' 29-IV-1998平尾栄治1

II II 河原「1

11 II 山之内

II II 馬頭

II II 11'; 畑

II II 麻長

II II 護持

5cl' 14-V-1967府村巌

lo' 25-V-1975森F泰紺

lo' l7-V-1977森F泰治l

3cl' 27-V-1973木村嘩1

lo' 26-V-1974木村ヨ邪 1

1か —V-1967木村ヨ邪 I

II II 文殿 Id" 27-V-1973木村コ1111

II II llifノl.t Id" 26-V J97'1木村直111

II II 寺 Id" -V-1967木村顎11 1

II II 劫野 Id" 27-V-1973木村::J!il 1

11 11 1-..m 1ri" 1s-vn 1916屈寸頂I'

II II f\叱澗 ld"2'f -V-1967木村丑�I

II II霞紐 15-Vll-1999竹内降

姫路巾家品町本島 JO-Vl-1978桂造1

姫路rli'.女i,町安志 Jif' 21-IX-1956 1111 l福男'

11 II 関 3d" I'f I VT-I 975木村丑11 1

51 

II II ...=. 坂 1i J-Vl-1975木村三郎l

幅崎町山崎 2ci"(目）26-V-1981石井為久1

II 七種111 l年（目） 6-Vl-1982石）F為久1

II 新 淳（目） 9-IX-1979石井為久1

,h川町下牛尾河内lei" 10-V-1975広畑政巳 I

II J: 牛尾半瀬Jか 14-VID 1980広畑政巳 1

＂ ヒ田中 1ふ 3-Vl-I 984 J,i;. 畑政巳 1

II 上牛尾岩戸）か 14-VID-1980広畑政巳 I

II 上牛尾寺家lei" 26-VD-1998広畑政已 1

II 谷 2ci"(□) 22-V-1994石井為沢

神河町（神崎町）笠形山 4-V-1998竹内 隆l

神河町い河内町刃II上 ）ふ 3-Vl-1984広畑政巳 1

II II 砥蜂 lei" 9-VID 1981広畑政巳1

II II _ヒ小田 lei" 26-V-1968尾崎勇 I

たつのI梢卸律町室律 lei" 24-VID-1980 /� 畑政巳 1

JI JI 新舞{- I年（目） 24-IX-1979石井為久l

たつの市新宮町奥小屋 lei" 14-V-1989広畑政巳 1

人子町太田 lei" 14-IX-旧1 980広畑喝巳 1

宍粟 ,ti山崎町与位 lei" 3-X-1982広畑政巳1

II II 屈沢 3か2早31-V-1968沿村巌

II II .I: ノ上 lei" I年1-VI-1975木村三郎1

宍粟市一宮町稲知2か 12-V 1985広畑政巳 1

II II 福中（横住川）lci"30-Vl-1999 大束康人1

II II 横山 lei" 20-V-1968岩村巌

II II 小hj( lei" 27-V-1975沿村巌

II II 西公文2か 27-V 1975店村巌

II II 公文2ci"2S?-(日） 31-V-1992石井為久1

宍粟市波賀町赤西渓谷Iif" I年 18-V-1975広畑政巳 1

II II 音水 2か2年 20-V-1973平尾栄治i

II II 平桑 (if' 12 VJl-1979近藤伸一1

II II 坂の谷林道1か 7-IX-1986近藤伸一1

II II 戸介スキ—�J阜l-VT-1966大束康人1

II II 藤無Ill麻原1阜30-Vl-1966大束康人1

II II !:!If束山lei" 4-VU-1982 相坂耕作I

宍粟市千種町鷹巣 lei" 26-V-1985広畑政巳1

II II 岩野辺 3ci"I年2-VI-1974木村三郎1

佐川町（南光町）船越 lか 5-V-1983広畑政巳1

相生市相生駅付近多数 I-VID-19931 

II 矢野町能下 Ici"l年31 V-1981広畑政U

II 1J-.fiiI 28' 5-V 1967 1ド浜深

＂ て沿t山 3か1年 21-V 1967中浜潔

II 陸光明111 lei' 29- IV-1973梶野1

＂ 大下台 竹内陥

赤穂"サ�11里展駅炭 Id' 22-Vll-1962矢野義広1

＂ ヒ仮屋 Id" 7-Vl-1963西垣憲治1

II 幽 I if' I VD-1972松村邦正l
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カラスアゲハ

II 弥1浪11岳28'1年18-V-1997無代片忠占1

II 後川中 I d'l早22-V-1994森地訳博1

II 後） ,, 新田 1か M-V-1994鍋品Till�'
II 籠坊 Ii 29-VDI 19981

篠山市今rn町四斗谷3か1阜29-V-19941

篠山市（丹南町）住山 2rJI 29-V-19941

洲本市生石公園 菊地宏災
II 先山 菊地宏災
II 狐山 ld'l年 9-VDI-1959駄見紺

II鮎屋ダム 菊地宏又l

II T-J;i. I J? 27-V-1978西制If—l

II 中河原 1年 ,t-VIB-1949堀田 久l

II 三熊山 2d' 3-VDI-1968登日邦明'

II 柘ノ鼻ダムId' 9-V-1969坂口 採

淡路市 m砕町）常陥寺山3rJI 31-Vll-1967登n,1甥]'
II II 妙兄Ill Jd' '1-VID-1952堀田 沢

II II 明神 Id'25-VD-1965翌n邦卵
II II 興峠l

南あわじ巾 係紐n 倭文長田 J年 1-VID-1993近藤伸一1

南あわじ市（ヨ凩町）成相浪谷3rJl2年26-Vll-1990菊地宏災

南あわじ市（南淡町）輸鶴羽山trJI 2-IX-1984広畑政巳l

｀ 
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1 2 ミヤマカラスアゲハ

(Papilio maackii) 

■ 分布の状況

国外では中国東北部、 朝鮮半島、 アムール、 台湾に
分布し、 国内では北海道、 本州、 四国， 九州の屋久島

まで広く分布する。 県内では全域に広く分布し、 西播

磨の山間部から但馬地域にかけては個体数も多い。 分
布固の空白地は現在のところ採集記録がない部分で、

必ずしも分布の空白地とは言えない。 山奥の蝶という

イメージはあるが、神戸市内の市街地でも採集されたこ

ともあり、 淡路島でも個体数は極めて少ないものの採
集記録がある。

■ 生息環境

山間部の渓流沿い、 林道、林縁部から農地に続く空
間などでよく見かけ、 山間部では集落内でも普通に見
られ、 集落内のキハダやカラスザンショウからも毎年

発生する。
垂直分布をみると1000m付近から100m以下の低地

まで分布しているが、500m以下付近から分布地が多く
なり、 300m以下で最大となっている。 100m以下の低
地は産地数は多いが個体数は少ない。

■ 生態

【成虫の発生回数】

4月下旬から10月にかけて年2回発生する。
第1回目の成虫は4月下旬からあらわれ、 5月中旬にヒ·

クとなる。7月中旬ごろから第2回目の成虫があらわれ、

下旬から8月上旬にヒ
゜
ー クとなる。その後9月から10月上

旬まで見られる。

【幼虫の食餌植物】

県内で確認された食餌植物は次のとおりである。
（ミカン科）キハダ、 カラスザンショウ



ミヤマカラスアゲハ

分

標高

1000m 以上

900-lOOOm

800-900m

700-800m

600-700m

500-600m

400-500m

300-400m

200-300m

100-200m

0-100m
I! 

゜ 10 20 30 40 

箇所数

ミヤマカラスアゲハの垂直分布

■ 採集記録

川和Ii大和団地 1年 28-VI-1983裸原俊嗣

II 窟滴 la' 14-Vll-1979品川楳

II 黒川 I rJ' 4-V-1985屈t雅炭

ミヤマカラスアゲハの県内分布 II 笹I Jex 10-Vlll-1972 TS bE生1

【成虫の吸蜜植物】
猪名） II町�I古谷lei' 14-V-1985 ;ff<紺

II 双fllJ 10" 20-V-1976長沼ユ111

県内で観察された吸蜜植物 三Ill rli乙原 2 i 12-VII-1995法西梱

（ッツジ科）ヒラドッッジ， ヤマッツジ， サッキ， （グミ科）ナワ ＂ け野浪谷 Ii 30--VII-1995法西糊

シログミ，（クマツヅラ科）クサギ， ランタナ，（スイカズラ科） ＂ 山inす：大追1i 27-Vll 1994法西粗

タニウツギ， アペリア，（プドウ科）ヤプガラシ，（マメ科）フジ， 西宮d1 I: ケ屈l )'f- IO-IX-1997法西 浩i

ネム，（キク科）ノアザミ，（ハナシノプ科）シパザクラ， i7屈rli城111 1 d' 2-v 1983西陥彦

濡れ炭で吸汁しているところも観察されている。

ミヤマカラスアゲハの周年経過

発生個体数
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ミヤマカラスアゲハ

［神戸rl!]

暉区岡本

束l双御影町

I if'初旬IX-1969蜂谷1

1960束 花雄1

凝I幻t甲学院構内7か2-6-V-1974 1

潰区摩耶山頂 lcx(n) 8-VH956吉坂道雄1

中央区諏訪山町 1早 2-VlD-1998 Ill! I福リJ I

兵駈区因原貯水池1-!? 19-IX-1965莉橋万郎1

兵皿区和田岬 2早 l l-lX-J963人凡勝

兵瓜区新IJf.l地2TFl I年 22-VlD-1977蜂谷I

多叫咳雌請j 18' 6-IX-1974蜂谷I

細区ーノ谷町 18' 3-IX-1980 Ill llHJ!JJ I 

須磨区鉢伏山(fl) -IX-1968 Ill中利典l

垂区舞fの裏llt 2-!? 8月下旬~15 IX 1980加藤H広1

西区櫨谷町寺谷 18' 12-VBI 2000近藤伸一

北区帝釈山 18' 20-VI 1999近藤伸一

北区丹生山 lふ 6-V 1995近藤伸一1

北区山田町市立教脊植物園27-Vl -19641

北区山田町姫那 18' 19-V-1996冑木船—.I

北区山田町下谷上1年 I J-IX-1979麻橋灯郎l

北区道� 18'1年 27-IV-1970岡村八郎1

北IX:泉台 28' 30-IV-1991 1J1渭IJ史1

北区鈴蘭台 1年 3-IX 1980 JIIぶ

三IP大村 l年 24-IX I随4水幡嘉之1

II 忠来町 =..rttm1 <i' 5- v-1915三木進1

加占川"茂鮎K寺 褐谷 健1

II 志）j町宮山1年 ーYID 1968竹内隆r

西脇 ,!'ii西林寺 I-!? 18 VID-1958猪俣涼 一'

II di役所付近Id'1 16-VDI 1960岡本洲

多可町力N又区UJll又町)rケ峠 14 V-1961 1 

II 笠渭多111 I if' 5-Vl-l 960林成光1

姫路叩匹1J1 Ii (fl) 12-VDl-1958�•}村巖

幅崎町山崎 1か(ti) 14-VDI 1988イiJF為久1

JI 七種山 2ci"(n) 7-\111→偲4石）F為久l

市川町l:牛尾疇） ci"l 5?- !3-IX-1981広畑政ビ

I/ J: 牛尾寺家I ci" 28-V 2000広畑政巳臨

神河町（神崎町）笠形111山頂） ci" 7-Vl-1959小西池災

ヤ屑iiJlllf (MJ内町）川I.: la' 2'1 V 1987近藤伸.l

II JI 砥 lei" 9 VDl 1981広畑政じI

II II 大川原 ） a' 25-V 1975石井為久l

II JI 長谷 lei" 17 VI 197'1イiJ似為久i

II II 淵 lか(n) 15 V-1975石井為久l

II II I: 小l-11

II 11 仰J1贔原 24 VDl-1996竹内剛

姫路di拶前町111之内 2か 25-V 1975広畑政巳'

II II 佐中 lei" 23 V 1981広畑政ビ

II II 熊部 lei"! i 3 V 1985広畑政巳1
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II II 河}Jitll Iか 1'1 V-1967岩村巌

II II 坂根可彦山麓2c1'10-V-196'1人東康人1

II II �ff彦山 1か 25-V-1975森下泰治l

II II 河原谷2c1'(II) '1-VBI 1996石井為／バ

II II 馬ノ頭2か2年（日） l'1 V-1989石井為松

II II 小畑 1年(n) 28-V-1975石）F為沢

II II 劫野 I cJ'I年 27-V-1973木村ヨ111

II II •(j'生澗 2か3� -V-1968木村咄11

姫路市女富町関 ,ic]'tf?. I Vll975木村て郎l

たつの市（龍野市）龍野公園If?.羽化30-VII-1978肝日淮_1

たつの"暉沖町屯'fl! Ii 15 IX-1982店I:洋一1

宍粟市山崎町応沢 13c1'2J?. 23 V-1975岩村巌

II II 志文川2か l3-V-198'1硯谷健l

II II 上ガ Jc]' 19 V-1985近藤伸」

II II 人jR le]' 9-V-1981 j!'. 磁l判

II II 上ノl: 2か l-VH975木村三郎'

宍粟Ii一宮町且;t(.IJ le]' 13-V-198'1広畑政巳1

II II 幅知 Jc]' 18-V-1975料村巌

II II 小原 6c1'2年 27-V 1975店村巌

II II 樅ノ木林道le]' 29-V-1999人東康人1

II II l'.Jll J年 5-Vl-1989 1J1 ll幅男 l

II II 公文 lc1'(11) 31-V 1992石）ば為久1

II II 位木2c1'1f?. (n) 3I-V-1992石）f為沢

II II 千町 2c1'(17) I IX-1991石）臣為久l

II II 介床 2cJ'(ll) 19 VBl-1989石）位為久l

II II 束市品2c1'I¥ 8-IX-2001 181 

宍粟di波鉗町行水2ri'l J?. 11 V-1975広畑政巳 I

II II 赤西 7c1'3 5?- 17 V-1975広畑政じ

II II 八丈 J cJ'(撮） 15-V 1999広畑政巳 l

II II 束111,11jJjjしIcJ'羽化2'1 V 1982木村ヨ姻 I

II II 道谷 Jc]' 15-Vll 1985近藤イ111-l

II II (lfJ;{ 山本広_I

II II <JI原 山本広_I

II II 咳 le]' 18 V-1980西酬1 .I

相伽Ii矢野町能F le]' 31 V-1981広•畑政巳1

II 矢野町
→

．ツ木 米村和繁

＂ 1j-(Pf 

II ご浜111

亦穂diJ占JIit

]:,/閥庁野1!1

＂ 野桑

＂ !.1.Ui 

1ふ

1か

I'? 

1蛹

lei' 

5 V 1975佐々木燃

I VBI-I 957 J,lf J:f平ー1

30 IX 1981店 u平 _,

a rn 198 1 JJ;. 寧巳 l

20 VII 1980 JJf Jゴや_I

化岡 正l

佐川町(1:Jl町） K秋りl Jc]' 5 V L981広畑政U

佐川町II名介111 2ふ 16 \111 1967府村巌

II N木 JcJ'(ll) 18 V 1976イiJI·為久l

" l: ・イiJt- lei' 27 V 1973木村 ：：」i�•
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唖議事凹の与良壬青く壬

士ふふふ亡く4′く身ペイ

’互4でく七五三で“4′」と¥/ム“重々{ベロべ色々各人ミ(健で土)

Og貸主の洋弓の竣手燭乾田電車’巧手攫秘王国尚

【蹄討曲事の軍略】

og呼つゆ丁目.0丁ミq 4-古の凝脚曾’し細雪の$耳

Cン堆富の白日富子白日ウ、の呼蝉の寄合′し爛’ネ4「鼻の固

さ二伸土日L 09七号怒モミq呼の専富ま翰塙駐I諺の古土吟

皐は9事杉-古の田鶴、帥_即時う4「舌の再藷の回I箆

g〇年薪数回曾一曲ユ称呼柑1丁匂、鉛垂箇土日湛柿甜

陶回再話の羽田

鄭苓　○

○g叫子宮増艶鶏多古閉関田の

謀臣脚、礪耳「担ごう常数、醐宜の前山合
字弱者Ⅲ(朋増勢半れ亭呼土壁欝9阜皇孫q鰯動の憶で

会合呼正喜尊石尊前瑳堂、劉寛“矧i他さ、筒訪’硝習

鞘駐師　臆

へ↑多や樹脚　等エ「埠臼つ燭:

寺母尚○曾咋相手窃豊⑦堆皆の王国尚〉亀吉等、の管

轄理事「説駄停止ued皿’岨軸、『L(1純丁)串帥諜約
〇を+蛾ニI〉氾手管裳盛里、料畔“国師“出陣

、冥増田障柱出国、「理彰〉河つば呼べ石¥/重、ム全土つ

、d /〆、ゝ/`ロー巨匂、q回心、敏掌“曹雑は帝国

軸　S

(坤拗II〇㌔部g心∂ S坪[り)

午管主士で王　8し
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